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滿
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世
.
.<
0

中
、.
遭
か
な
.
る
も
の
と
田
心
ふ
は
非.で
ぁ
る
0 

'世
人
は
金
銀
、
瑠
璃
、

磲
、
.
：碼
赠
、.
琥
珀
の
類
1 :

只
玩
ず
る
が
、
.民
用
に
何
の
益 

も
な
い
亦
ら
し
て
、
王
衮
は
之
れ
を
寶
4

し
な
い
。

「

金
銀
は
諸
貨
忆
易
へ
セ
用
ふ.る
を
以
：つ
て
其
の.：用
と
ず
、
金
銀
錢
之
れ
を
幣
と
宏 

ふ
、
珍
'に
し
て
小
な
り
、
諸
貨
の
重
大
に
し
て
移
し
難
き
に
運
び
を
附
く
る
も
の

.
な
れ
ば
，、
其
の
用
、
舟
联^ '

跟
き
も
の
な
り」

0 (

四
六 

〇
頁
}

°

然
る
に
今
や
貨
幣
經
濟
の.進
展
、
財
貨'
の
流
通
肖
柱
な
る
に
：至.つ
.
.て
、
：
財

貨
$:
'

賤

み.
、

^

^

鄉
貴
く
し
て
六
府
賤
し
、
六
府
賤
し
く
し
て
阈
本
雜
し

4。

金
銀
#

刺
す
れ
ば
、
物
價
騰
貴
し
、
金
：馨
少
と
な
れ
ば
、
物
惯
低
下
す
。

•

「

金
銀
少
け
れ
ば
、
少
き
に
て
釣
合
ひ
、
多
け
れ
ば
、
多
き
に
て
釣
合
に
成
る
も
の
な
り

」

。「

さ
れ
ば
國
家
の'
初
は
、
米
慣
一
石
ニ
三
四

-

.

 
. 

. 

.

.

.

. 

\ 

. 

• 

. 

■ . 

- 一..
.
.
.
.

'
.
- 

. 

へ'.
• 

1 

.

.

. 

• 

-
.
.

-

.

.

.

.

7!
‘
六
斗
、
金I

雨
.に
當
り
し
時
は
、
諸
物
の
價
：も
縻
に
し
て
、

.

.士
庶
の
苦
む
沙
汰
も.な
し」

。(

同
書
四
.、六
一
賀〕

。
然
'る
に
急
激
な
る
金

. 

.

.
 

.
• 

. 

' 

. 

. 

• 

• 

• 

•
. 

. 

. 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

•

'

銀
，の
增
加
と
放
漫
な
る
財
政
と
は
終
に
慕
府
の
財
政
を
し
て
困
難
な
ら
し
め
、
，而
し
て
之
れ
を
免
れ
ん
が
爲
め
に
行
は
れ
た
る
貨
幣
の 

改
惡
は
物
價
を
し
て
更
ち
に
ニ
脐
の
騰
貴
を
來
さ
し
め
た
。
梅
園

.は
云
.
ふ「

j

ニ
幣
、
，愈
々
廉
惡
、
金.、
黄
欢
ら
ず
、
銀
、&

か
ら
ず
、
新 

鑄
の
：錢
、f

用
ゅ
、
若
し
痛
く
，S

碎
く
、
物
價
歲
.々
に
增
^
^

.
贺
胳
め
用
は
唯
だ
諸
貨
連
輸
の
興
れ
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
つ
，

「

て
、
そ
は
：必
ず
し
も
金
銀'た
る
を
要
せ
ず
、
楮
鈔.
.

(

紙
幣)

.若
し
く
は
飛 

錢(

切
手
¥

以
つ
て
其
の
用
を
辨
ず.可
き
も
の
.で
あ
る
。
德
川
靡
府.の
中
央
集
權
的
政
策
は
：

「

百
六
：十
年
來
、
四
海
波
を
揚
げ

」

し
め 

ず
、
姝
に
參
覲
交
代
：
<0

制
は
之
れ
に
资
す.る
所
が
多
か
つ
：た
。
洵
に
梅
園
の'語
を
以
つ
セ
す
れ
ば
、

「

國
初
、
藤
堂
高
成
、
足
利
の
先
轍

..

.
-
•
•
•
，

 

•
，
•
•
：
. 

.-V 

- 

- 

. 

- 

- 

- 

• 

‘ 

•• 

• 

' 

.

.

.

. 

• 

>
; 

.

.

. 

.. 

,

.

.

.

.

.

.

を
監
み
、
：.自
ら
失
人
公
子
を
苽
都
の
邸
に
入
れ
ら
れ
し
ょ
り
-

諸
侯
、
後
，る\
も

の

，
な

く

、
#

、
封
國
に
つ
く
と
雖
も
、
家
、
取
邵
に 

在
叻
、.
：隔
年
、
朝
親
の.禮
あ
り
て
、
割
據
虎
視
の
勢
變
じ
セ
、
四
海
.
1家
：の
化
.と
爲
り
、
戶
ざ
、
ぬ
御
世
と
爲
り
侍
り
ぬ

」

で
あ
つ
た
。

(

同
寄
四
六
六
頁〕

o

:
 

:

;■
:

■:
.

然
も
、
是
れ
が.

爲
め
に
、
諸
候
：の
費
用
は
朝
難
を
以
つ
て
生
と
す
る
'
に

至

つ

た

。
：
次

ぎ

，に

公

事

®

役
：
に

も

亦

、

費

用

が

掛

，る
。
：
然

し

:

. 

. 

-

. 

一
*

.

:
 

: 

■

な
が
ら
っ
斯
く
め
加̂

は
是
れ
ハ
ま
盟
按
第
の
權
の
あ
る
所
祀
あ
つ
て
^

之
れ
を
戰
爭
の
難̂

比
す
れ
ぱ
ハ
狗
に
九
牛
户
ぐ
帳
で
あ
る
。

. . 

.

. 

/ 

/ 

. 

' 

.

.

. 

. 
L 
ぃ

■-. 

\ 

-

!■
-

:
v:-
.’
、

論
ん
で
.
財
を
節
1

.
た
な
ら
.ば
、
國
用
は
必
ず
足.
る
可
き
.
で
あ
る
。
然
名
に
人
々

.
が
久
レ
く
太
平
の
化
；に
俗
し
、
安
樂
に
憤
^

安
：ん
ず
る

• 

• 

• 

. 

? 

. 

- 

t 

. 

.

. 

•
•■.
*
 

• 

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

•
•
•
-
•
* 

> 

i 

: 

H

と
ン
泉
*

の
道
日
を
追.ふ
.
ズ

華

靡

吡

走

;!
)

、

而

：し

て

財

を

生

ず

：る

の

道

、

日

タ

に

疎

-<

、
巧
を
費
す
こ
：と
が
歲
々
に
多
令
に
至
つ
衣
。

梅
樹
、
离
M

及

び

紹

撣

先

生

の

轾

濟

論

.

.

五

ン

C

五
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富
#

は
貯
へ
.
_褒

0;
|

乘
り
''
:窟
ま
ざ
.る
®

々
法
し
ぷ
庫
に
辦
飞
、
.西
に
.

、-
突
地
隹
々
；の
;*
洳
唯
龙
儆
谓
:%
，食
か
潰
ム
、
/ 

■E
1
灰
終
へ
”
ぎ

終

り

ぃ
■
.

に
.比
間
渉
>
-:
:
>象
戯
..
'
-
.
>
.
«

諧
様
の
も
0
ま
紙
賭
：に
：な
り
待
ヵ
て
、
：殺
風
^

ば
、
典
の
猶
21
1
く
ゲ
姐
く
し
て
：貴
け
れ
ば
、
人

は

ょ

-<
-
之
.れ
を
精
む
、
.镄
む
教
多
け
秦
ば
ノ
乏
し
き
者
：が
亦
多
い
;0
然
ー
ら
ば
.今
の
多
く 

の
負
既
f€
闲
窮
す
る
は
、
金
銀
多
き
の
：致
す
所
で
あ
る
。
金
銀
は
無
情
の
物
で
あ
る
か
ら
、
人
を
茜
し
ま
し
む
る
こ
と
ば
な
い
。
唯
だ 

弗
の
韙
遛
が
泣
し
含
を
朱
す
る
と
、
i

が」

一

「

方
に
傾
い
て
.行

;<
0
:
は̂
天
下
國
家
を
洧
オ
る
^

^
を
？
そ
甯
赀
^
:は
艄
し
龙
が
、い
今 

の
汰
名
Id
'
fi
i:
.素
封
家
.に
.求
め
、
.：‘陶
朱
.、
'
.綺
頓
の
.維
は
、.
.
.
齊
、
»

の
如
キ
:5
:
國

.-
?
:觅
て
^

:>
调
己
の
家
*

め

出

納

の

か

く

に

旧

-^
オ

る
 

#
ど
に
'
貴
き
諧
竑
#
し
义
、
-賤
'き
考
は
甯
ん
で
、
甯

货

盤

を

隔

て

た

。
：

(

爵

四

六

六

—

七
贺
參
照)

。 

;

古
.を
.措
へ
：、
：今
を
察
す
るに

".

金
銀
は
當
佘
を
以
っ
て
盛
り
と
す
る
。：..然

:-
1.て
金
銀
•に
^
す
る
b

と
も亦
、
.今
.
Q
^r
l
き
は
な
い
。
天

.

.

.

.

.

. 

>
•
'
•
•
'
,
• 

. 

- 

- 

• 

. 

• 

• 

* 

' 

r 

• 

- 

ブ•
•

.

.

.
 

：

下
を
通
じ
て
、
人
、
街
、
.
.金
銀
無
き
を
語
.る
に
微
す
れ
ば
、
-;
金
銀
は
抑
も
何
處
に
が
隱
る
乂
.°
梅
園
は
金
銀
の
'所
在
を
架
っ
.て
、
之
れ

、
，•
•
.

」 

• 

v
.
« 

• 

•. 

.

於
商
赀
の
手
中
に
#
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
：滴
贤
が
旣
に
素
封
の
甯
を
有
す
れ
ば
、V

千
狃
按
寧
の
權
は
半
ば
蛇
に
典
の
宇
に
歸
し
た
も 

の
と
耷
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
細
れ
等
の
徙
は
身
、
公
門
に
物
®
し
な
が
ら
も
、
心
は
實
に
千
乘(

大
諸
侯
¥

泝
み
、
農
工
を
馬
る
こ
-と

. 

•
,
-
-
+
•
• 

»
•
.
,
•

. • 

' 
-
 

.
 

. 

. 

. .
* 

V 

. 

•

奴
隸
の
如
く
で
あ
る
。
诹
に
.彼
れ
笠
が
奴
隸
の
如
く
に
農
エ
を
晃
る
の
.み
な
ら
ず
.、：

農
工
も
亦
、
彼
れ
等
を
仰
い
で
主
財
の
如
く
に
^
 

る
。'免
に
於
い
て
乎
、
四
^

は
唯
だ
金
銀
の
み
を
見
て
、
之
れ
に
向
っ
て
^

す
る
荷
機
は
宛
然
氷
の
低
き
に
赴
く
が
如
く
で
あ
る
0
ハ
冏 

«

四
六
七
苡〕

。
.金
銀
に
富
め
る
人
は
、無
藝
無
能
で
ぁ
っ
て
も
、
.不
禮
不
德
で
ぁ
っ
て
も
、
上
下
に
渴
仰
せ
ら
る
ゝ
が
故
に
、
最
も
興

■1
>
雛
.い
も
.の
は
廉
恥
£
風
で
お
る
。
菇
に
於
い
て
乎
、
之
れ
を
借
入
ふ
、
者
は
年
々
g

s
を

出
し
、
之
.れ
を
貸
す
若
は
年
々
利
息
を
收 

め
ち
。
；貸
せ
ば
、
.金
銀
が
世
に
散
る
.が
如
く
で
あ
る
が
、
實
呔
本
錢.を

！
！

に
し
て
天
下
.の
金
銀
を
羅
す
る
の
で
あ
る
。
.富
家
の
利
息
が 

年
ぞ
逐
ふ
て
增
せ
ば
、
國
の
泔
は
年
を
逐
つ
ー
て
.乏
し
く
爲
る
。(

此
の
章
句
、「

經
濟
大
典」

版
.に
は
筮
太
な
る
脫
字
が
あ
る
、「

同
書
四
六 

八
爲
參
照
}
。
乏
し
く
爲
れ
ば
、
上
の
人
ば
下
の
人
に
求
め
な
け
れ
ば
ぬ
。
上
の
人
が
下
に
求
む
れ
ば
"

下
は
乃
ち
上
に
給
す
る
。 

今
ぉ
议
つ
て
國
初
に
比
す
れ
ば
、
人
：1
は
多
く
、
田
跸
は
闢
け
て
ゐ
る
:0
租
税
の
收
入
は
、
侯
國
皆
昔
ょ
り
も
多
い
。
然
し
な
が
ら
费
州 

が
昔
.に
優
る
が
爲
め
に
、
聚
斂
の
道
が
興
る
。
.聚
斂
が
奥
れ
ば
、
之
れ
を
受
く
る
者
は
|
辰
で
あ
-る
0

農
极
は
，疲
弊
し
、
.農
村
は
荒
廢
す 

る
。
地
.方
民
は
年
々
忙
減
じ
、都
#

人
は
歲
々
に
it
す
。S

書
四
六
八
丨
九
頁
0̂
>梅
園
は
原
始
的
：資
本
虫
義
に
往
つ
て
最
も
10
:
耍
な
る
. 

章
義
を
有
し
て
居
，つ
た
利
子
微
收
貸
付
.に
着
服
し
た
。.

實
に
微
利
貸
付
ぼ
封
建
的
赏
を
町
人
的
富
に
變
成
せ
，し
む
る
に
_

し
て
、
m

大 

な
る
役
割
を
演
出
し
た
も
の
で
あ
つ
た
.。
而
し
て
先
；づ
新
興
資
本
階
級
.，に
ょ
つ
て
搾
取
を
受
け
た
る
1

の
は
封
建
：の
.諸
侯
で
あ
つ
た
。 

.楚
れ
.に
由
つ
て
窮
泛
せ
る
諸
侯
め
財
政
は
*

が
て
.又
、
政
の
：人
民
の
Jr
.Ic
l̂
r
斂
Im
求
を
行
ふ
の
S

む
.な
き
に
至
ら
し
め
た
。
斯
く
の
如 

く
し
て
彼
れ
等
の
受
納
し
た
る
所
は
終
に
資
本
階
級
：の
.手
に
歸
す
る
。
.狗
に
.梅
園
の
語
を
以
つ
：

H

富
の
役̂

七
る
も
の」

：で
.
あ
る
0(

同
誉
四
六
八
黄)

0

ニ
'
:
マ 

V
-
V
-
,
. 

:
 

•

:
ff
i

玄
執
る
人
は
輕
道
：己
が
手
に
從
ふ
。
昔
、
亂
世
武
猛
の
俗
も
、
今
は

#

平
遊
惰
：

Q

民
と
爲
力
、.縱
令
、.
.
.權
カ
が
金
：銀
に
歸
し
た
と.

は
.袞
ひ
な
が
.今

：
：
太

銜

ヵ

家

.を
し
.て
衡
を
持
せ
し
：め
：た
な
ち
：ば
、
.
終
杧
其
の
：鍾1

移

し
, ^

人
.が
勤
«

に
復̂
;

、
廉

囊

義

の

：風
が
興
る.

.
 

•- 

.

.

.

,̂
-
u
;も
決
^

て
：ぞ

は

な

^

で
あ
ち
ラ
で
輕
車
に
從
つ
て
猶
を
移
ず
人
は
"

其
の
病
极
を
知
得
欢
け
ル
.ば
な
ち
ぬ
0

若
し
其
の
本
，に
基
；
 

'

.
,梅
_
.雀
迅
及
び
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揮
先
'生
；'の
經
濟
瞒
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七
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:
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卞
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•

::
簡

.，萬31
及
：ぴ
闕_
先
；生.の
經
濟
論
：

 

•

A

(

A)
■■
.か
ず
；し
て
、
：唯
だ
金
鈸
を
：堦
減
し
、
其
の
平
を
持
：せ
：ん

.
と
：す
る
な
ら
ば
"

懸
く
る
物
が
ば
錘
を
重
ぐ
し
、：

輕
け
れ
ば
.錘
を
輕
く
す 

::

る
と
一
芦
ふ
：が
如
き
無
術
：の
逍
で
あ
る
。

'
近
年
、'錢
は̂

<?
:

爲
ガ
ノ
銀.は
鈔
と
爲0

て
、「

物
憤
は
騰_

し
た
が
、

(

そ
§

樾
瑗
錢
i

等
し
ぐ
衡
傾
き
し
が
爲
め
で
あ
る
。
翁

し

義

柄

重

さ

ず

し
：：

て
、

'其
の
低
昴
に
從
は
ん
と
な
ら
ば
、
金

銀

愈

^

多
て
、
富 

家

，は
愈.々
金
を
蓄
み
、
貧
家
は
愈
々
.偾
.を
重
ぬ
可
き
で
あ
る
。
惡
貨
行
は
る
れ
ば
、
良
貨
は
悉
く
隱
れ
る
。

(

同
書
四
七
一
頁

〕

。

■

廉
恥
の
風
が
荒
め
ば
、
入
は
賄
胳
を
好
み
：、

.

禮
_

の
敎
が
至
ら
な
げ
れ.ば
、
：人
，は
爭
奪
を
好
む
？
制
度
が
立
.
っ
.こ 

.丨
馨
が
等
を
踰
ぇ
る
。
。今
，
.
其
の
好
む
を
好
む
に
任
せ
、.駿
る
を
踰
ゆ
名
に
住
せ
、
：限
り
な
き
人
の
欲
を
極
め
、
財
寶
：を
以
づ
':て
償 

，は
んU

と
を
衆
む
る
な
ら
ば
、.天
下
0

大

也

咼

岳

を

し

て

、
悉

ぐ

金

：を

出

さ

し

む

る

と

も

、

>

顏

布
帛
を

生

ず̂

考

を

し

て

、
：
其

，
の

業
を 

.
棄
て
し
め
、:

衣
食
器
械
に
も
な
ら
ざ
る
物
に
人
巧
を
費
さ
し
む
る
に
過
ぎ
な
い
。
是
れ
を
以
づ
て
、
：今
縦
^
ひ
金
銀
を
し
て
天
下
の
米

粟
i

の
如
く
多
が
ら
し
め
て
も
、
世
は
唯
だ
愦
數
の
，多
く
な
る
ま
で

.
vr

あ
っ
て
、
至
寶
の
：坐
路

は
日

々
：に
跞
く
、
人
の
：賑
ふ
こ
と
は

..

.

あ
.る
束
い
。
伹
し
斯
く
の
如
く
傾
い
た
勢
に
處
す
る
に
は
、
金
を
持
.つ
て
ゐ
る
こ
と
が
第
；一
で
あ
る
。
金
を
持
つ
に
は
•乾

沒C

水
を
干 

し
竭
す
が
如
く
財
利
を
取
る
.を
云
ふ)

が
第
一
，で
あ
る0 '
楚
れ
故
に
今
の
富
入
は
十
4 *
'

の
九
：は
商
質
で
あ
る
。
之
れ
に
次
い
：で
世
を
：渡 

る
に
易
き
も
の
.は
遊
手
で
あ
る
。
土
農H

は
貧
じ
き
も
の
で
あ
る
。
.利
を
見
て
趨
り
、
害
を
見
て
，避
ぐ
る
は
天
下
の
通
態
で
あ
る

P故 

に
今
の
土
農
は
本
業
を
夔
ひ
て
十
に
一1

三
は
エ
商
に
移
及
、
十
に
三
ー
四
は
：遯
手
.に
移
る
。
移
れ
ば
前
ょ
り
生
活
も
容
易
と
爲
る
が
敗
に
、 

日
を
遂
ひ
、：

年
^

逐
ひ
て
農
を
去
る
の
勢
は
休
ま
な
い
。
農
が
減
ず
れ
ば
、
財
は
減
ず
る
。
財
が
¥

れ
ば
、
國
氺
は
撖
い
。
是
れ
が 

郡
縣
：の
籍
、
年
を
逐
っ
て
減
じ
、
'市
肆
の
人
.:
'

日
に
隨
っ
.て
增
す
所
以
で
.あ
る
。(
同
書
四
七1

T
I
1

責)

。

■:
:

.

赛
按
制
の
概
が
已
に
商
賢
に
鳳
ず
厶
.が
故
5

柬
粟
>

 

霄

紙

避

>.

西
品
^

ナ
る
を
遲
し
と>

皆

都
- #

の
：地
に
何
つ
て
輸
ば
れ 

る
。
輸
は
.れ
た
後
は
、
赞
家
は
初
め
ょ
り
衣
食
に
不
足
し
、.：
富
家
は
總
か
.
に
其
の
：年
の
衣
食
の
料
を
留
め
て
寶
る
ほ
ど
に
、
農
家
の
餘 

計
は
地
を
拂
つ
て
空
し
い
。(

：同

書

四

七

三

裒

〕

。

而

し

て

天

下

1

年
の
餘
計
の
布
粟
は
皆
、
富
商
に
歸
し
、
富
商
は
之
れ
を
都
#
に
輸 

す
る
。
楚
に
於
い
て
乎
、
郡
縣
は
空
乏
を
來
す
。
都
會
に
空
乏
の
變
が
あ
つ
た
な
ら
ば
、.
郡
縣
は
給
す
る
.所
が
な
い
で
あ
ら
う
。(
同
書 

四
七
九
頁〕

. °
.
.
‘

.然
ら
ば
.斯
く
の
如
き
國
家
的
疾
患
を
救
濟
す
る
道
如
何
？
梅
園
は
同
く
、
翁
し
眞
の
太
平
を
#

ん
と
欢
ら
ば
、
金
鈒
の
通
利
を
货
ば 

ず

:*
餘
布
餘
粟
は
之
れ
を
民
家
に
蓄 

'へ
し
む
可
し
.と
。
然
ら
ば
^

令
ひ
惡
年
に
遭
ふ
て
も
漫
に
本
業
を
失
ふ
が
如
き
こ
と
は
な
い
で
あ 

ら
う
。
本
業
を
失
は
な
.か
.つ
た
な
ら
ば
？
愤
に
貴
賤
な
き
こ
.と
を
:#
な
い
.と
し
：て
，̂

,'
*
;亦
格
別
の
こ
と
.は
な
い
で
，：あ
ら
う
'
0

(

同
書
四
七 

九
嵐)

今
、
貧
段
の
田
は
富
家
に
#

さ
れ
、
：貧
家
は
富
家
の
賃
田
を
耕
す
と
云
ふ
有
様
で
あ
づ
セ
、
富
家
枕
他
に
手
を
假
ら
な
け
れ 

ば
な
ら
ず
、
又
、
貧
家
は
他
に
主
を
.恃
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
陰
陽
燮
理
.の
：手
を
經
て
、
,經
界
が
平
に
歸
し
、
穀
祿
が
郡
縣
に
三
、
 

.五
^

を
支
ゆ
る
こ
と
を
#

た
な
ら
ば
、
'富
家
は
兼
併
す
‘る
こ
と
な
く
、
貧
民
は
.本
業
-̂
歸
し
、
遊
乎
：も
勤
む
る
處
あ
り
、.
餘
夫
^
ょ
く 

.，良

.民
に
伍
し
て
餘
年
に
勤
む
る
.靡
が
あ
つ
た
な
ら
：ば
、
本
業
他
業
を
交
：々
：執
る
.こ
と
な
く
、
.物
價
に
高
下
が
あ
つ
て
も
、
»
々
宛
準
が 

あ
る
可
き
.で
あ
ら
う
。(

.同
書
四
八
〇
丨一

K
〕。

今
は
'六
府
の
運
び
と
爲
る
可
き
金
鈒
が
却
0

て
主
と
爲
り
、
平
準
が
立
ち
難
く
、
豐 

年
に
は
■豊
年
に
苦
み
"

凶
¥

に
は
凶
年
に
苦
む
の
.で
あ
'る
。(

同

書

四

八

；
ー
頁
>
。

人
が
本
業
に
、歸
る
こ
と
を
得
た
な
ら
ば
、
.；民
力
は
專 

ら
農
桑
に
歸
し
地
カ
盡
ず
こ
.と
を
得
て
、
地
0
物
を
生
ず
る
こ
と
益
：々
多
く
、
奥
.女
、
餘
布
餘
栗
|>
-
り
、
へ
金
銀
偏
'1
1
1の
勢
な
く
、
各
 々

;,
.粮
園
、萬
]1
1
:及
.び
福
：澤
先
虫
の
經
濟
論 

'九
：

(

九

〕



梅
彻
、馮
部
及
ぴ
福
|
:先
生
の
.經
濟
^

J
o
: 

(

ー
3

>
 

其
の
-*
を
.以
つ
て
金
銀
を
蓄
ベ
、
而
し
て
暇
汽
_

®
也
信
0
敎
を
施
し
次
な
ら
：ば
/-
>
人
は
米
粟
布
帛
の
貴
き
を
知
及
、
金
^

は
逋
利
：
 

の
物
た
る
'&
知
り
、禮
讓
廉
恥
の
風
を
興
し
、慈
'#
惻
隱
の
情
を
養
>

可
き
で
必
る
0

而
，し
て
人
々
：が
足
る
所
あ
れ
ば
.”
食
す
る
こ
と
も 

若
る
こ
と
も
出
來
な
か
金
领
を
誰
あ
つ
て
利
息
を
支
拂
つ
て
：惜
入
る
、
.も
の
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
0

借
る
者
が
な
け
れ
ば
、
金
銀
.を
，3

^
 

る
人
も
遊
手
と
爲
つ
て
、
產
業
に
爲
り
雛
き
が
故
に
、之
れ
も
各
々
四
民
の
務
.に
本
べ
の
で
あ
^

。
dr
の
太
平
を
守
■る
と
、農
工
の
物 

を
產
出
す
る
と
、
商
賈
の
有
無
を
通
ず
る
の
外
は
皆
、
ノ
遊
手
で
あ
る
0

遊
”手
が
勝
て
ば
,'
四
民
の
_

が
疲
れ
ば
、
 

國
本
社
終
，に
.弱
い
。
冷
、
天
下
の
勢
は
末
を
追
つ
て
、
金

銀
.0
便
利
を
知
り
、
其
の
利
息
を
積
ん
で
、
遊
手
と
爲
ら
ん
こ
と
を
冀
ひ
、 

米
壤
相
帛
を
賤
ん
ヤ
、
餘
分
を
.家
に
貯
ふ
る
の
灌
を
知
ら
ざ
る
程
に
、
上
下
皆
、
市
井
の
；心
に
爲
つ
.て
、
'久
安
の
計
を
肅
す
る
の
暇
が 

な
，く
、楚
に
於
い
て
平
、僧
也
怫
を
賣
り
、
亚
は
神
を
.賢
り
、
學
著
は
道
を
貴
り
、
醫
容
は
藥
を
寶
り
、
形
は
榡
々
に
替
つ
て
も
、
心
^
 

商
賈
に
非
ら
ぜ
る
も
の
は
な
い
o(

词
書
四
八
一
s

〕

0 

.

梅
園
は
、
.か
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
與
徒
と
等
し
く
、

一
方
に
於
い
て
交
換
の
要
具
た
る
貨
幣
の
職
能
f

匿

す

f

共
に
、
他
方
に
於
い
. 

て

,̂
、
之
れ
を
營
利
的2

：

的
に
供
用
し
、
交
易
の
手
段
と
し
て
使
役
せ
ら
る
可
き
奴
隸
た
る
貨
幣
を
し
て
主
た
る
同
的
の
地
位
を
篡
骤 

せ
し
め
、
蒂
人
を
支
配
す
る
僧
主
た
ら
し
む
る
こ
と
を
禁
腿
せ
ん
と
し
衣
の
で
あ
る
。
彼
把
0 
く

r

斯
く
ま
.
で
久
し
く
人
の
>
€

染
> 

た
る
命
銀
な
れ
ば
、
縱
令
ひ
聖
人
出
で
た
り
と
も
、

I

朝
.

一

夕
に
金
銀
の
輕
X

、
六
府
Q

M
き
を
ば
知
ら
し
め
難
か
る
不
し
。
然
り
と 

て
金
銀
を
一
切H

除
き
去
'つ
て
、
治
を
爲
せ
と
に
は
非
ず
。
何
と
ぞ
、
費
用
多
き
所
の
故
、
如
何
と
尋
ね
、
惜
る
可
ぎ
一
大
下
の
源
を
塞 

ぎ
、
有
金
の
.家
を
し
て
、
天
下
の
百
貨
を
溯
す
る
こ
と
を
得
ざ
ち
し
め
て
.、
.諸
候
の
厕
、
小
康
を
得
、
pH
民
共
の
業
を
樂
む
こ
と
を
得

可
し
、
盛
れ
平
準
の
要
領
なI
 

'金
：銀
も
と
美
物
、
舊
を
布
す
る
人
は
布
簾
金
、銀
、
：府
難
に

: »

ち
、
下
を
し
て
兼
併
偏
茁
の
勢
な
：か 

ら
し
め
ば
、
;1
1

を
通
ず
.
る
の
能
、
洵
に
諸
貨
の
及
ぶ
處
に
渉
ず
、
軍
中
.の
捷
利
、

：

民
.間
の
必
用
、
有
國
盏
の-缺

く

可

き

も

-の

に

非

ず

」

と

。

(

#

ヮ
四
八
一
1

丄

ー

貧

)

。「

：

:ぅ
金
銀
め
輕
く
、
六
府
の
11
1

:

き」

を
主
張
せ
：る
梅
園
は
：「

'夫
れ
金
の
山
に
あ
る
土
石
の
精
澤
に
し
て
萆
つ
て
得
雛
し
、
至
美
至
®
、
.萬 

國
赀
、
望
ネ
之
れ
に
屬
す」

る
こ
と
を
說
い
た
。
而
も
彼
れ
は
終
.に
豐
で
金
飯
保
有
や
重
.耍
な
る
獄
を
强
：調
し
、
：共
め
流
入
を
來 

さ

电

可

:t
外
國
貿
易
を
生
張
す
る
策
商
主
義
漭
た
.る
こ
.と
能
は
ず
し
セ
、
退
い
'て
：最
猾
為
る
商
人
が
典
'(
0

マ 

々
之
れ
を
掘
外
：に
流
/!
1
1せ
し
む
る
を
非
難
す
る
.保
守
主
義
者
た
る
.に
，終
つ
た
--
0

_
く
、「

然
れ
$

之
れ
を
得
ん
者
、
ー
土
«

の
如
く
思
は
ん 

事
^

下
ノ
人
巧
の
勞
疲
を
察
せ
ず
ゝ
上
ノ
造
牝
ル
精
英
を
養
フ
僩
^
有
す
る
者
は
國
^

倾
け
ゝ
家
を
布
す
る
苕
は
家
を
破
る
、

^
?
' 

各
國
»

$
境
#

あ
り
、
#

を
出
づ
る
^

の
は
诃
び
歸
ち
ず
、
.

#
.'
?
>愼
凌
^

る
可
け
ん
や
、
.五
事
略
.に
规
せ
^

る
1所
を
游
ふ
る
忆
、
M

 

一
所
、
宫
よ
り
海
外
に
出
づ
名
所
、
正
保
五
年
よ
り
寶
永
艽
年
迄
：六
十
—
年
の
問
、
金
ニ
百
1ー1
十
九
萬
七
千
六
西
兩
餘
に
し
：て
、
鈒

三

. 

.
十
七
®

1
千
ニ
'西
九
賞
目
餘
‘
.
.
銅

寬

文

三

年

よ

り

寶

永

艽

年

冷

で

：：ー
ー
ー
十
为
年
の
間
、
，
ー；
讀

ー

；
第
一

' 
于
而
'[
)
1
!十
.九
萬
八
千
七
西
并
餘
、
此 

の
計
の
外
な
る
見
の
、
;1
-
1
:ハ
の
幾
何
と
云
ふ
こ
.と
を
知
ら
ず
、
大
槪
之
れ
感
ー
'ー
倍
し
て
、.
我
.が
'«
現
葙
に
遺
名
も
.の
一
ー
芬.の：
1

^

今
、

.
狡
黠
の
商
質1

身
の
利
を
謀
る
が
爲
め
に
.ノ
廨
々
金
^

^
海
外
：に
浊
す
こ
，.と
、
痪
鉍
可
唐
の
»

し
き
允
り
。
嗚
呼
、

^
^

を
爲
す
渚
為
^
ん
ゃ >

人
め
金
_
を
し
：て
铬
を
爲:3
し
办
る
取-̂
,夾
机
^
醫
は
^
朦
郷
汩
を
州
ひ
允
も
雜
く
病
^
癒
す
、
況
し
て
薇 

貨
連
輸
の
能
、.
船'よ
り
も
と
く
、
取
よo

も
速
か
な
る
を
や
、、然
れ
ば
則
ち
金
銀
は
多
く
は
多
き
ほ
.ど
猶
ほ
よ
か
る
可
し」

と
。

(

同
書 

尨
齡
寓
嗯
汊
穸
福
海
先
唑
も
鸫
愤
論
，
.

 

二
：： 
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，ニ
：
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Li



論

«

里
及
び
_

潔

$

齧

餘
 

：
T
i
l

 

C

 

ニ
ー〕

■

a

'
h
_

o

,
;
.
t

:
:
.
-

.

.斯
く
の
.如
き
保
却
的
な
る
：梅
園
0
敎
旨
は
、
.經
濟
的
精
カ
を
封
建
的
拘
來
よ
り
卿 

_

 

:し
、

''
又「
尙
商
立
.國」

.の

時

節

到

來

を

豫

言

：せ

石

福

澤

先

；生

：の
.經

濟

論

と

相

丧

る

;&
と
遲
だ
遠
き
も
0

で
あ
つ 

中

黑

蕃

崩

壞

以

後

、
久
必
か
ら
ず
し
て
發
生
し
た
重
商
主
義
的
經
濟
思
想
は
、
我
：が
國
に
在
つ
て
は
、：

德
川
政
府
：の
®
國
政
策
下 

」

：に

於

け̂
初
期
廣
本
栄
義
の
.變
態
的
發
達
.に
.ょ
つ
て‘藻
宋
に
亟
る
ま
：で
長
く
其
0

發
坐
を
見
る
.と
：と
が
な
：

>

つ
'た
.の
.で
參
^

V

..
 

.
 
V

:.
卜
.
三

.
:
.
'

.

■"

•:
':
 

. 

. 

..

.ノ
:

.
 

:•'
.

.

.

/•:
•

.

>

梅
園
及
天
文
、
地
.现
、'
醫
藥
の
學
に
於
S

.X
は
泰
西
：

Q

其
れ
を
稱
揚
し
た
,0m

 
く
、「 K

文
地
：理
の
學
、
西
洋
を
精
と
す
、
«
疽
金
瘡 

の
，治
文
相
次
ぐ
ド
と
,°
又
_

く
、「

天
文
地
.理
：の
學
、
梵(

印
度)

最
1>
餌
.な
り
、
：漢
は
稍
：々
精
し
、
：然
れ
ど
も
思
置
模
索
忆
.出
で
、
實
测 

、に
：̂:
1.
'
'
'西
洋
は
.器
.を
製
し
.-
#

r

m

u_
,
足

-!
&
;
-
>
ら
^

る
.の
地
な
し
'0
.是
.に
、於
い
_
:て
.：天
地
.を

見

^

こ
パ
と
拿
葉
の
:̂
^

0

A
fc
.

-T
m

Q
 

大
愉
快
な
り
？
西
洋
の
醫
治
、
內
を
略
し
て
、:̂
に
詳
か
友
:̂
、

ス

に

廣

人

藩

圍

の

：外

に

，出

づ

』

と
0(

同
書
四
八
四
頁)

0

脇
愚
山
を 

經

：，て
、
彼

れ
.の
擧
系
を
：傅
へ
.た
る
帆
足
.萬
a

も
亦
、
.其
の
'「
東
潜
夫
論」

卷
：上
に
於
い
て
、「

天
文
、
地
理
、
醫
樂
、
器
械
な
ど
の
學
は
、 

麻
ょ
り
は
酣
洋
勝
れ
ぱ
、
近
來
は
尊
ら
西
洋
を
學
ぶ
、
學
者
ょ
く
知
る
.所
な
り」

と
稱
し
た
の
で
あ
る
が
、
然
も
、「

人
倫
の
遒
は
孔
子 

を
大
成
と
‘し
、
：

他
敎
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ね
ば
、
此
れ
を
取
る
こ
と
尤
も
宜
き
理
な
り」

と
說
き
ノ(「

日
本
經
濟
大
典」

第
三
十
八
卷
一 

^

九
頁)

、其
の
政
治
經
濟
思
想
は
泰
西
の
學
の
影
響
を
受
く
る
所
な
く
、
漢
學
儒
道
を
以
つ
て
宗
と
.せ
^
も
の
で
あ
つ
た
o

福
澤
先
生 

は
其
の「

启
傅」

中
に
述
べ
て
云
は
る
~

の
に「

帆
足
先
生
と
一K

へ
ば
、
中
々
大
儒
で
あ
り
な
が
ら
、
數
學
を
悅
び
、
先
生
の
說
に
、

曝

鐵
砲
4
算
盤
は
士
流
の
进
ん
ず
可
き
も
の
.で

あ

る
.'
其
：の
箅
盤
を
小
役
人
に
任
せ
、
顧
：砲
を
足
輕
に
任
せ
.て
置
く
.と
去
ふ
の
.は
大
間
違 

ひ
と
云
ふ
其
の
說
が
中
雜
に
流
珩
し
て
、
士
族
中
の
有
志
渚
は
數
學
に
心
を
寄
せ
る
人
が
多
い
。
'
兄
，(

安
政1

ニ
年
九
月
、

三

十

：一
才
を 

以
.っ
て
夭
祈
：せ
る
三
之
助
氏)

'も
矢
張
り
先
輩
に
做
ふ
て
、
：；算
盤
の
高
'̂
%

所
ま
で
進
ん
だ
機
子
.で
す
。
此
め
鑤
は
世
間
の
儘
者
^

は
，
 

少
し
違
ふ
や
ぅ
だ
が
、
其
の
他
は
所
謂
孝
悌
忠
信
で
、
純
辞
の
漢
學
者
に
'相
違
な
い
o

或
る
時
、
兄
が
私
に
.問
を
掛
け
.て「

お
前
は
菇 

れ

か

ら

先

き

，何

に

爲

る

猜

'り
か」

と
一K

ふ
か
ら
、
私
が
答
へ
て「

左
様
さ
、
先
づ
日
本
一
の
大
金
持
に
爲
っ
て
、
思
ふ
さ
ま
金
を
使
ふ 

て
：見
^

ぅ
と
思
ひ
ま
す」

と
ー
其
ふ
、
兄
が
苦
い
顏
し
て
叱
っ
た
か
ら
、
1私
亦
反
問
し
て「

兄
.さ
ん
は
如
何
な
さ
る」

と
尋
ね
る
：と
、

M
 

面

目

に「

死
，
に

至

る

ま

で

.孝
涕
忠
信
.

」

と
.唯
だ
一
言
で
私
は「

へ
ー
:ィ」

と1
K

っ
た
切
り
、

:#
の
ま
、
に
な
っ
た
事
が
あ
る
々
と
。 

(

前

揭：「

福

澤

全

集

」

第

七

卷

三.一
〇
丄

頁

)

。
，
. 

り
：

•

 

. 

：

:
.當
時
に
於
い
：て
ー
.部
有
ヵ
の
町
人
は
諸
侯
の
財
政
に
關
與
し
ノ
封
建
組
織
の
內
部
に
其
の
.勢
カ
を
扶
植
し
\
而
し
て
之
れ
を
腐
蝕
せ 

し
め
て
.居
っ
た
。
萬
®

は

「

今
の
-1
1
1
:、
町
-
<を
勝
手
向
き
の
役
_に
使
；ふ

國

多

」

き
こ
、
と
を.深

-<
慨
し
た
。
財
利
の
事
も
亦
國
政
で
あ
る

。 

町
人
に
賴
み
て
國
を
治
む
可
き
.理
は
な
い
。
町
入
は
利
分
を
表
と
:1
.
て
'%
秘
多
き
者
.で
：あ
る
0 

a
っ
彼
れ
等
は
：「

利
德
の
事
に
は
幼
少
：
 

ょ
り
馴
れ
て
、
中
々
以
っ
て
土
人
の
及
ぶ
所
に
非
ず
？
欺
か
れ
て
論
く
國
益
、を
^

ま
る
、

.1
-
の
セ
あ
る
。(「

朿
潜
夫
論」

'
卷
下
、
前
揭 

版1
j

三
九
頁
，

)

-:
0

.
彼

れ

：：は
、

今
.の
士
人
、
第
術
を
脊
束
：の
窜
な
ゎ
.と
做
し
て
學
は
ざ
る
：を
難
じ
だ
。：：書
數
は
六
藝
0.
,內
で
：あ
0
.て
、
算 

術
匕
知
ら
1

人
は
無
筆
と
：同
様
で
あ
る
？
經
國
戰
陣
、
數
を
知
ら
ず
：し
て
は
行
.風

か

ぬ

こ

と

：が

多

い
.0
士

人

總

べ

て

數

を

知

ら

ざ

る

が 

.故
に
、
：奸
鹿
ょ
く
之
楚
知
づ
て
、'
簿
帳
を
誰
认
、：金
：銀
を
盜
む
.こ
.今

：：列
國
皆
然
ら
ざ
务
は
な
.し

<?
:
'論
じ
た
^

德
削
：、
萬
座
：及
：が

_

櫸
先
生
^
顧
濟
爲
：
 

5

 

 ̂

- 

s 

V



.椒
附
、海
11
1
及
び
蹢
.澤
先
_生
：
の
：
經
：濟
論

 

.

..
l

M

(

--
-
四

)
;'
萬
姐
は
彼
れ
の
時
代
に
於
け
多一

百
六
十
餘
の
諸
侯
、：
貧
を
愛
：へ
ざ
る
も
.の
な
き
を
認
め
^

？
而
し
て
彼
れ
ゆ
西
、
五
千
石
に
て
公 

.用
^
!り
し
も
.の
：、
今
、
六
千
苻
七
千
朽
に
て
足
ら
.ざ
る
.理
山
：を
求
め
5

1
つ
を
得
た
0
;日
く
、「

其
0

1

は
今
の
世
は
古
に
比
し
て
靡
多 

.し
、
古
、
：
一
事
に
弋
濟
み
し
も
の
、
.三
事
も
四
事
を
あ
.り

、
毎

郎

儉

啬

に

；
し
：て
.も
■、

#

多

け

れ

：ば

物

入

多

し

。
：
共
の

‘ニ
は
.臣

下

の

人

、 

私

多
き
，な

り

、
，
簿

帳

明

か

な

ら

ず

、

出

入

(6
際
、
散
物
多
き
な
り
、，
御
爲
筋
と
.唱
：ふ
る
も
の
多
く
は
私
な
り」

'と
。
然
も
萬
姐
：は
唯
だ 

之
れ
が
救
靈
と
し
セ
其
の
：本
に
復
る
可
き
を
說
ズ
に
過
ぎ
な
か
つ
た
。「

君
は
君
の
職
を
守
り
、
大
夫
以
下
皆
、
其
ー
の
職
を
守
り
、
贿 

赂
行
れ
ず
、
請
調
逾
ぜ
ず
'

賞
罰
共
の
當
を
得
ば
、
何
ぞ
財
用
め
給
せ
：ぬ
と
^

ふ
こ
と
あ
：る
可
き
や
。
故
に
能
く
治
り
た
る
國
に
貧
を 

因
む
は
な
含
な
b」

o(

同
書
ニ
四
〇
丨
1

»)

？
霸

に

於
’ぃ
て
は
武
澳
免
部
つ
.
.て
面
と
じ
た
、
.而

も

太

.平

の

世

は

領

她

に

限

り

が

あ

つ 

て
、
.費
用
が
多
い
か
ら
しH

、

淸
廉
'に
.し
て
.盜

夺

せ

ぬ

人

を

第

1

と
す
可
き
で
あ
る
。(

同
書
ニ
四
闪
页)

。「

儉
約」

は
當
時
諸
侯
の
流 

行
語
.で
あ
り
、
又
^

財
を
■ば
#

海
に
.儉
約
す
.る
f

可
成
り
に
'#
し
て
，ゐ
.た
々
然
し
汝
が
ら
萬
里
は
當
時
諸
侯
の
國
、
讓
を
错
く
こ
士

を
知
ら
ぎ
る
を
遺
憾.と
-し
た
。

(

同
»

4

四
六
«

^

彼
れ
は
又「

諸
侯
の
國
、
地
利.を
盡
す
は
ょ
し.
-\

商
賣
の
こ
と
は
爲
す
可
ら.ず」

と

■

:

_ 

, 

- 

:

'

.

說

：
ぃ
た
^

同

誉

面

五

頁

：}ず

k

if
i

は
又
蘇
政
を
論
じ
、
其
の
射
政
：救
濟
«

た

る

：慕

：の
：
改

»

に
*

し
.て
も
、

「

慶

、

一
兀.以
來
雄
々
金
幣
を
改
め
作
り
.玉
ふ
、
其
の
度 

.

每
.に
.夹
雜
多
く
"
釜
銀
0
位
惡
し
;'
<

爲
る
な
り
我
れ
皆
、官
«

の
潰
の
镀
.:
«

に
乘
じ
セ
、
己
が
秘
欲
を
逞
ふ
す
る
な
0」

と
解
し
た
0「

金 

.銀
の
位
惡
o

く
な
れ
ば
、諸
色
の
價
高
く
為
り
て
ゼ
れ
が
爲
め
：：に
困
贷
1

萬
人
ぞ
や
％
而
し
て
彼
れ
は
幣
政
.の
.改
革
を
主
張
し
、「

宜 

'■
<

天
下
の
：金

幣.t
收

め

て

、

改

め

鑄

て
.盡
く
純
$

な

'1
.
玉

ぶ

可'1
.
0
然

：̂
#
.は
|

|

^冗

、
^

^
3£
び
じ
程
の
利
そ
失
ひ
ま
ふ
可
し
。

此
の
分
銀
鈔
を
造
り
て
之
れ
を
補
ひ
玉
ん
可
し
V

引
換
場
を
三
都
の
ル
、
'

長
崎
、
下
隱
、
丘
1;
、
尾
遒
、
新
揭
、
澈
輕
1
筘
%

铫
子
V

 

其
他
の
要
；̂
に
蹬
き
.て
,

紙
換
へ
：さ
サ
玉
ふ
可
し
、
#:
し
、
此
.の
法
骶
ぐ
衍
は
る
れ
ば
、
格
別
；̂
換
に
は
來
名
ま
じ
き
.̂
6

0
挝
て
：
¥
 

，々

山
叫
§
金
銀
に
て
就
路
1

製
し
、
後
に
は
銀
鈔
を
も
廢
し
玉
ふ
可
き
な
»)
-」

:'
:
と
4

來
潜
夫
|&
:
1_
'

卷
中
、
Hf
x

m

書
ニ
ー
七
頁〕

。
後
¥
、 

S

澤
先
电
は
德
川
藉
府一

一
百
六4

•餘
苹
即
に
於
け
る
«.
幣
滞
革
の
跡
を
案
じ
、
而
し
て
_

治
政
府
が
維
新
の
初
办
、
’通
州
貨
幣
の
鄯
に 

'於
“

て
は
、
«

仰
天
地
に
恥
づ
る
な
き
の
處
置
を
紙
し
て
、
.
段
望
を
收
摞
し
た
る
こ
と
を
述
べ
、
呱
治
四
年
五
月
の「

新
貨
條
例」

の 

義
ト
擴
め
、
政
府
の
责
任
に
し
て
'

然
も
焦
眉
の
.急
務
た
る
紙
幣
0;
處
分
を
伲
し
て
ゐ
ふ
0
<
:
;
明
治
卡
五
年
三
月
十
三
日
ょ
り
同
十
六
0
 

に
a

る

「

時
#

新
報」

*

上
の
；̂
文

「

通
1-
|」 ——

「

全
集
し
第
輕
ー
ト
ー
：1
1
1
5
。
：

-
^
^

然
し
#

が
ら
萬
：里
と
雖
も
、
當
時
に
於
け
•る
.土
地
所
貧
雛
舰
度
•の
：發
M;
'

、！
田
.
.
_賣
賈
の
自
Fl
i
を
承
認
：せ
ざ
る
を
得
'な
か
つ
た
。「

殷
ょ 

り
井
田
す
El
l
'角
な
る
肿Q

中
に
\
弁
(0
-
字
を
»

け
ば
'\
.九
に
分
<.
'
.る
^
1)
.0,
.
中
の
ー
を
公
田
と
し
、
㈣

り
の
八
を
百
姓
自
分
の
田
と
し
、 

八
軺
の
者
よ
'̂

合
し
て
公
、田
を
作
.り
、
其
の
收
納
を
盡
く4

.

に
，差
上
げ
、
自
分
の
昍
は
作
り
取
り
な
り
。
周
の
世
は
丼
の
法
.を
改
办
て
、 

-公
田
と
も
に
九
人
前
を
畝
分
せ
ず
、
1
同
.に
作
0「

て
收
緋
(0
.
.上
¥

て
.、.
九
に
分
け
て
其
の
.ー.を
上
に
奉
り
、
其
の
：八
を
八
軒
に
分
く
る 

な
り
。
厨
の
時
、
双

Q
,

法
を
改
め
し
は
、
.畝
を
分
て
ば
V

^

に
脏
瘠
ぁ
か
て̂

肖
な
ら
ず
V

又
.時
代
稍
や
降
り
て
民
自
分
の
.田
の
み
能 

く
作
り
て
、
八
ム
脚
は
棄
て
作
り
に
.せ
し
な
る
可
し
。.
M-
て
井
田
は
喺
だ
割
合
1

胃
ひ
し
も
の
に
で
、

の

田

と

て

^

、

四

角

た

る

は

な 

し
。
今
の
伽
は
周
の
法
も
杼
4
.可
ら
ず
。
，何
と
な
れ
ば
、•
.八
軒
の
.民
、
•
此
精
、
不
精
同
じ
か
ら
ね
ば
、
物
言
ひ
絕
吹
る
こ
と
な
く
、
出 

.
精
の
者
も
■'
.か

ら
不
精
と
成
る
可
1>
.
0
.
.
當
時
£

凤
法
最
も
善
し
'0
'貢
：法
'̂

れ
ば
¥

歡
朔
、萬
II
I
及
び
.
.福
.澤
先
虫
の
雜
敗
論
. 
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梅
M
i萬
里
及
：び

镉

渖

先

虫

の

經

濟
_ 

ノ
， 

：一

六
"

(
.
1

六
')

釔
琢
5 :
;
:
取

氛

に
?)
-
非
中
0:

并
田
の
當
今.に
：行'ひ
難
き
は>
:
孟
子
.：の
睡
と1
:
1千
举
杏
免
の'違
故̂

< >
:
で
、

. 

.

_

圓
.

•

.

•

.

.

.

.

.
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. 
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1

^

1

 

s
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時
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田
g

l

貧
I

I

生
^

M
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巳
む
を
得
ざ
多
の
勢
せ
あ
る
0「

當
時
公
料
、
私
料
と
も
民
、
其
の
田
を
賣
るA

J

と
を
禁
ず
V
:又
、
禁
ぜ
.ざ
る
.

g

も
あ
り
。
此
の
禁
と
て 

t

m-

來
ぬ
匕
と
な
も
.
.
'
其
か
故
は
人
に
貧
富
有
る
ば
无
然
の
勢
ひ
#

从
。：1-
1

^
出
：し
得
ぬ
.時
は
、
&|
を
寶
'リ
て
..も

出

ざ
ざ
る
を
得
ずa

 

其

_

死
1>
'
へ
で
も
:'
:

己
.於
襄
子
を
寶
り
セ
も
'

田
を
寶
る
こ
と
&

6

,ぬ
は
、'
天
偷
’恩
愛
が
道
に
非
ず
.
0百
姓
の
时
を
寶
る
、
誠
に
美
' 

事
に
非
ず
。
然
れ
ど
，̂

ら
：で
叶
は
ぬ
勢
ひ
あ
り
。
故
に
公
料
に
i

年
§
*

を
ば
許
^

玉
；へ
り
"0
‘

.次
ぃ
で
彼
れ
は
所
謂
平
®
 

も
.の
.
.
1說
叽
じ
て
後
、
白

く「

公
料
私
料
と
も
田
.を
賣
る
を
禁
ず
る
國
ぼ
：、皆
、
此
办
法
に
て
賣
り
11
ひ
を
す
る
‘な
り
。
勢
ひ
の
双
ら
し 

む
る
所
に
し
で
、
相
談
せ
ず
し
て
.一
.飲
に
す
，る
な

り

、

法
令
の
：禁

ず

を

所

に

.非

ず

1_

と
。
ま
び
ぼ

、
百
姓
同
士
の
賣
買
：は
之
れ
を
禁
ず 

可
き
に
乘
ざ
る
も
>

豪
商
等
の
，田
地
’を

買

入

る

、
こ

と

は

之

れ

-̂
禁
ず
可
き
で
あ
.

、
豪
商
又
は
土
人
が
多
く
田
地
を
買
入
る
X

が
故 

■

に
、一
何
'れ
の
國
に
於
い
て
も
'.
負
郭
.の
由(

域
に
近
き
肥
沃
の
田
ゾ
は
甚
だ
貴
<:
,1.
:

て
、
百
姓
が
-
度
之
れ
を
賣
る
時
は
叉
賀
ふ
と
と
を 

得
ず
し
て
' 
多
く
備
の
み
に
て
業
と
す
る
の
で
あ
る
と
。
.萬
里
は
此
の
論
を
是
認
し
な
'が
ら
も
、
而
も
其
办
實
行
難
を
認
め
な
け
れ
ば 

な
ら
：な
か
つ
た
。「

由
を
賣
る
者
は
.ニ
雨
に
て
も
多
く
金
を
得
ん
と
欲
す
れ
ば
、
實
は
豪
商
に
賣
り
.て
#
.名
を
こ
し
ら
へ
、
色
々
の
姦
詐 

を
歐
ふ
可
し」

。

是
，に
於
い
て
乎
、
.彼
れ
は「

宜
し
く
負
郭
無
田
の
民
を
遠
：方
田
：多
き
處
や
移
す
可
し
。
扨
|て
其
の
遷
ー
徒
の
費
は
、
豪 

商
叉
は
士
人」

.の
田
.を
買
ひ
.た
る
も
の
に
高
割
を
出
さ
す
可
し
、。
斯
ぐ
§
如
く
せ
ば
.、
田
を
買
ひ
て
も
作
る
人
^

ぐ
、
.自
か
ら
買
は
ざ
る 

様
に
爲
る
可
し」

と
說
い
た
。
加
之
、
田
她
か
褒
買
を
嚴
禁
す
る
時
は
、
不
精
の
民
は
其
の
：佃
I
荒
地
と
爲
し
、
出
精
の
.鬼
も
買
ふM.

と
能
は
:̂

る
が
故
に
、
國
中
多
く
荒
地
と
變
ず
可
き
も
.の
で
あ
る
。
W.
M

を
許
す
時
：は
、
貧
富
茏
に
變
遷
じ
て
、
田
野
益
開
く
可
き
も 

の
で
あ
.，る
。
萬
里
は
之
れ
を
當
今
(7
)
.形
で
あ
る
と
觀
た
。(

同
書
ニ

一 

八—

一
一
一
0

5

?
彼

れ

は

是

れ

迄

、
，身

分

と

家

柄

と

：に
よ
つ
て 

占
領
せ
ら
れ
つ
、
あ
り
し社
會
的
地
位
が
次
第
に
當
の
勢
力
に
よ
つ
て
侵
略
せ
ら
れ
づ
ゝ
.あ
を
世
相
を
大
體
'に
於
い
.て
不
可
避
の
も
の 

.と
し
て承
認
す
る
の
態
度
を
取
つ
た
の
：で
あ
る
0:
.

:

‘

I

,「

東

霞

論

」

は
又
、
國
家
的
防
護
、
賢

I

l

f

 

I

 

彼
れ
は「

靭
府
の
諸
侯
を
控
制
し
て
、
一
ー
西
年
兵
革
、の
災
な
き
ば
、
徵
國
稀
れ
な
る
至
治
な
り」

と
稱
し
て
、
中
央
集
權
的
封
建
制
度
を 

觐
歌
し
た
0(

g:
卷
上
、前
揭
ニ
o

三
頁)

P

而
も
彼
れ
は
這
個
變
態
的
封
建
制
度
3
裡
に
潜
む
矛
厨
を
觀
過
ず
る
こ
と
が
出
來
な
か
0.
た
。 

德
川
氏
は
素
と
一
個
の
大
々
名
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
.諸
侯
は
決
し
て
¥
|1
|

氏
：の
踣
下
で
は
な
か
つ
だ
。「

幕
府
に
君
臣
の
儀
立 

t>
;

兼
板
しi

、

元
と
君
|3
に
非
ざ
る
故
な
り」

。

萬
里
は
0

く

「

若
し
茈
理
を
以
つ
て
言
は
.父
、
將

軍

零

#

政

關

尚

ぞ

酿

ね

玉

ふ

.可 

.し」

と
0(

同

書
1
ー0
四

貧)

0

彼
れ
は
.全
體
的
見
地
よ
り
し
セ
、
公
_

幕
府
の
公
領)

が
諸
侯
：の
領
內
に
、
犬
.牙

議

し

て

'

切

れ

切 

れ
に
な
り
、
禁
令
達
し
1[
!
-く
、
代
官
、
郡
代
等
は
唯
だ
年
貢
収
允
て
の
み
を
_

と
し
、
武
威
な
き
が
故
に
.統
治
行
屈
か
ざ
る
こ
ど
を
非 

雛
し
：、
之
れ
を
沈
月
及
び
大
阪
附
近
に
集
电
す
可
.き
こ
と
を
論
じ
た
。(

同
書
ー
ー
0

六
.貢)

。
彼
れ
比
0
0.
を
赦
除
し
：て
'平
人
と
爲
し
、バ
之 

、れ
€

蛾
爽
岛
CD
空
•嶙
.地
に
，移

し

、

撕

秫

畜

收

，の

業

を

開

か

し

む

可

き

乙

と

を

說

い

た

。

(

同
書
ー1
.〇

七

裒)

。

彼

^

^

蘇

脉

が

频

ば

新

田 

I

き
て
V
徒
に
金
財
を
斥
齓
：(

不
毛
(0
鹹
地
> 

の
唞
に
投
じ
て
、
何
の
益
に
も
立
た
ず
j
適
ふ
海
立
つ
.處
ば
强
い
て
諸
侯
濱
海
.の
'地 

を
奪
ひ
取
る
故
、.德
川
御
家
が
i

め
に
怨
め
碑
を
立
つ
る
に
r
tじ
.か
る
nr
-」

き
を
論
：じ、
.

文
；、

「

國
換
へ」

.と
稱
じ
て

、

厘
ー
々
諸
#

の
：邦

.

.
V
、

檄
_
、萬
|1
1
及
；

び
：！

激
先
坐：の
經
濟
論
 

'

5
 

. 

:
c
:
I

七)



.

、
梅
阑
、
萬
與
_

び
：騮
櫸
先
生
の
經
濟
論

 

J

.

A

c

'

l

A

v
 

を
移
す
を
難
じ
た
。(

同
書
u

o
八
，頁
^

#
れ
，は

我

が

國

の

城

郭

が

大

漬

(

太
砲)

，0
射
擊
に
對
し
：て
無
カ
な
る
を
見
た
0
ァ
彼
れ
は
|

1

_ 

及
び
太
國
舉
の
屋
宅
は
西
洋
办
&

に
倣
つ
で
右
又
は
堞
瓦
を
以
づ
て
造
る
可
き
と
と
を
說
い
た
^

同
書
ニ
^

九
頁
^

繁

ほ

‘
我
が
：
 

國

が

海

中

：に

在

办

な

が

'ら
::
'

船
鉑
の
刺
、備
ら
ず
し
て
、爲
め
に
屢
々
西
洋
賊
船
に
難
儀
す
.る
こ
と
を
歎
じ
た
。
_

(

同

寶
.
1
|〇
頁)

:°
彼
. 

は「

當
時
、異
國
と
交
易
.は
.先
づ
長
崎
の
み
な
り
い
常
に
姦
商
.の
：禁

じ

難

き.を
以
つ
，.
.て
患
と
し
給
ふ
、是
れ
其
Q
 

と
說
.い
た
。
彼
れ
は
島
田
、
金
谷
兩
驛
の
愁
辭
に
由
つ
て
大
堰
河(

大
井
川)

に
舟
橋
を
架
す
る
を
差
し
止
め
た
る
こ
と
を
難
じ
、
東
. 

海
、
.束
山
、
山
陽
、
■北
陸
諸
遒
の
交
^

に
馬
堪
を
使
用
す
可
き
こ
と
を
提
唱
し
た
6(

同
書
ニ
|
ニ
^
參
照)

0

彼
れ
は「

總
じ
て
戰
法
ば 

世
々
.同
じ
か
ら
ぬ
も
の
な
り」

：

〉

と
觀
じ
、「

今
の
.戰
は
鐵
炮
を
第
一
の
用
と
す」

鐵
砲
^

來

後

、

足

輕

に

.の

み

之

れ

を

使

用

せ

し

め

た

る 

も
、「

今
の
世
の
：戰
法
は
士
人
皆
、
鐵
砲
を
持
つ
如
く
組
み
龙
つ
可
き
：こ
と
な
り」

と
力
說
し
た
o 

(

同
書1

1'

一.四
|

五
，頁
}
。'
紙
れ
は
. 

天
下
の
怫
寺
を
併
合
し
て
、
瑰
在
の
十
分
の
一
と
し
、

一
寺
0
檀
那
千
軒
以
上
た
ら
し
む
可
き
'こ
と
を
主
張
し
た
。(

同
書
ニ
ー
三
丨
三 

頁)

。彼
れ
は「

本
邦
太
平
二
百
年
、
封
建
の
勢
、
率
固
な
れ
ば
、
內
亂
の
患
■あ
る
と
と
な
し
、
但
し
慮
る
可
き
•は
.外
患
な
：り」

と
做
し
' 

佌
界
各
國
の
.國
勢
を
論
じ
、「

日
本
人
西
洋
を
強
き
國
と
畏
る
X

は
間
違
ひ
な
り
、
.
唯
だ
本
邦
舟
艦
の
■制
、
虛
脆
に
し
て
、
.炮
術
不
鍛
鍊 

故
な
り」

'と
說
き
、M

.

船
を
造
り
、
.砲
術
を
鍊
つ
て
、
.呂
宋
を
攻
略
す
可
き
こ
と
を
主
張
し
た
o(

同

書

ニ

ニ

四

丨

ニ
1 一
二
頁〕

°

彼
は 

又
、
.
.宜
し
く
天
下
に
命
じv

茶
を
多
く
產
せ
し
め
、
之
れ
を
以
つ
て
外
國
貿
易
の
料
に
充
て
ん
こ
と
を
提
案
し
た
。(

.同
营
一
一一

九
頁)

。

斯
く
の
如
き
萬
狃
の
所
論
は
幾
分
歐
洲
に
於
け
る
靈
商
主
義
的
經
濟
學
說
に
接
近
.せ
ん
と
し
つ
、
あ
る
が
如
き
も
、
而
も
彼
れ
は
富 

國
强
兵
の
因
を
商
ェ
業
の
發
達
祀
求
む
る
こ
と
な
く
、
只
管
山
村
の
荒
廢
、
都
市
の
膨
脹
を
抑
制
せ
ん
と
す
る
杧
鋭
意
な
る
も
の
で
ぁ

つ
た
。「

太
平
二
百
年
、'
民
、
游
逸
を
好
む
故
、
山
中
の
民
は
日
々
に
減
じ
、
三
都
、
諸
侯
城
下
の
民
、
日
々
：倍
す
、
是
れ
宜
し
か
ら
ぬ 

こ
と
な
り
。
山
中
の
民
ロ
は
百
年
の
前
に
比
す
れ
ば
、
.巳
に
半
ば
を
減
ず
、
山
國
の
諸
侯
な
ど
は
甚
だ
以
つ
て
迷
惑
す
る
こ
と
な
り
。 

是
れ
は
三
都
並
び
に
諸
都
#

、
諸
侯
城
下
の
市
、
皆
、
人
戶
を
腿
り
て
限
制
を
立
つ
可
き
こ
と
な
り
、
左
も
な
け
れ
ば
偏
.つ
.り
合
に
な 

り
て
田
藤
廢
、
人
民
益
々
困
む
可
し」

。
幕
府
の
鎖
國
政
策
に
曲
つ
て
對
外
的
發
展
を
阻
止
せ
ら
れ
た
る
商
業
資
本
の
勢
力
が
國
.內
的
. 

に
伸
張
せ
ん
と
す
る
こ
と
も
亦
、
萬
里
の
喜
ぶ
所
で
は
な
か
つ
た
。
彼
れ
日
く「

明
智
光
秀
權
宜
の
計
に
て
、
京
都
の
地
子
を
免
ぜ
し 

ょ
り
、
今
諸
侯
の
城
下
ま
で
商
人
ど
も
自
由
に
寶
買
し
て
、
自
分
.の
領
地
の
如
く
す
、
是
れ
絕
え
て
有
る
ま
じ
き
こ
と
な
り」

云
々
と
。 

(

同
書
ニ
ニ1

頁)

。

「

東
潜
夫
論」

の
成
つ
：た
の
は
弘
化
元
年
取
辰
、
萬
里
六
十
七
才
、
福
澤
先
生
十
一
.才
の
時
で
あ
つ
た
。(

吾
人
は
大
正
十
五
年
、
大
分 

縣
速
見
郡
日
出
町
机
足
記
念
圖
書
館
發
行「

帆
足
萬
越
全
集」

上
卷
所
載
の
.も
CD
、
，
並

び

に

明

治

1;

一
十
四
年
版
內
藤
耻
叟
氏
校
訂「

日 

本
文
鹿
ト
第
壹
編
所
載
の
も
^
を
も
併
せ
て
參
照
し
た
が
ノ
煩
を
避
け
て
引
用
の
頁
付
は「

日
ホ
.經

濟

太

典

」

の
み
，に

止

め

た

)

。

'

四
' 

'

:寓

里

は

夙

に

蘭

書

.を

學

ば

ん

.と
す
る
.

Q

意
志
を
有
し
て
ゐ
た
が
、'
當
時
の
國
情
は
之
れ
を
許
さ
：な
か
つ
た
？
彼
れ
，は
四
十
餘
歲
に
し 

て
始
め
て
蘭
書
を
得
、
藤
村
普
山
の
譯
鍵
に
依
つ
て
、
獨
學
數
年
、
能
く
其
：の
«

に
.
.通
じ
、.
西
洋
の
新
知
識
を
得
て
、
天
保
七
年
、
五 

十
九
才
に
し
て
、「

窮
理
通」

十
數
萬
言
を
著
述
し
た
。(

前

揭「

帆
足
萬
里
先
生
全
集J

.

上
卷
序
文'1 

一

■

賈
參
照)

。.
當
時
中
津
藩
に
於 

い
.て
有
カ
で
あ
0
,た
帆
門
の
實
學
に
薰
陶
せ
ら
た
.る
循
吏
を
父
と
し
'

兄
と
し
：.て
大
阪
堂
島
同
藩
倉
屋
敷
に
.生
れ
た
福
澤
先
坐
も
、
固
：
. 

梅

鲥

、
萬
珙
及
：
ぴ
鷓

：崢

先

生

»
癘

濟
||1

九

c

1

*

0



栂
闽
*
萬
里
及
び
賴
澤
先
#
©
經
濟
論 

ニ 

o 

〈

1

3) 

ゼ
り
％
#
*、「

所
辑
の
：書
昧
四
書
五
經
、
所
聞
の
家
訓
は
忠
孝
武
勇」

の
外
に
出
.で
な
が
っ
た
。
然
る
に
.長
ず
る
、に
及
ん
'で
、
去
っ
て
洋 

學
に
從
_

し
、「

田
舍
武
士
の
魂
を
以
っ
て
偶
然
に
西
洋
諸
國
出
版
の
史
類
を
讃
み」

、
其
の
.治
國
、
經
濟
、
修
身
のg

論

：に

逄

游

し

た

。 

先
虫
の
.綱
中
に
は
常
然
大
騷
亂
を
播
き
起
さ
な
け
れ
ば
.な
ら
な
か
.っ
た
。.

(

朋
治
十
¥

四
月
一
一
十
八
日
、

「

三E
,

演
說
第
百
囘
の
fa」

^

I
 

A
i
g
「

福
澤
全
集」
第
四
卷
五
七
九
頁
參
照)

。

口
本
の
洋
學
は
先
づ
醫
學
門
よ
り
入
り
、
：同
時
に
物
理
學
は
擧
者
社
會
の
最
も
悅
ぶ 

赵
で
あ
っ
て
、
藥
材
學
に
#

ね
て
、
化
學
、
本
草
學
、
數
學
、
天
文
學
等
を
修
む
る
#

も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
嘉
永
開
國
の
後
は
以 

上
諸
科
に
次
ぐ
に
典
學
を
以
つ
て
し
、
築
城
：、
—

砲
、
造
船
、
操
練
等
は
當
時
の
士
人
の
注
目
す
.る
所
最
も
大
&

る
も
0

で
.あ
っ
て
、 

先
生
の
如
き
も
，少
仳
長
崎
遊
學
の
時
代
に
於
_い
て
地
役
‘人
に
し
て
砲
術
家
た
る
大
井
手
町
山
本
物
次
郞
方
に
寄
食
し
、
後
、
大
阪
緒
方 

.
洪
庵
の
'適
塾
よ
り
中
津
に
歸
猶
中
、
，が
k

-c
o
築
城
書
を
寫
し
、(

安
政
三
年)

、
更
|ら
に
安
政
四
年
、
緖
方
塾
に
於
い
て
課
業
の
傍
ら
に
之 

れ
を
翻
譯
し
、
»-
ヶ
月
；に
し
て
全
劍
六
册
を
脫
#*
し
た
。(

先
生
手
^

「

^

城
書
百
1

之
記」)

。 

.

.

.

.

.

纏
が
て
我
が
國
の
は
明
治
維
新
の
前
後
に
至
っ
て
更
ら
.に
面
1=
1

を
改
め
、慶
應
三
年
六
月
福
澤
先
生
が
^

目
よ
り
歸
朝
の
際
、
辭 

書
の
外

■一
 
私
塾
學
生
の
用
に
供
し
て
不
自
F1
1
な
き
程
の
歴
史
、
經
濟
、
法
律
、
數
學
等
諸
截
の
原
書
を
輸
入
し
て
、
之
れ
を
敎
科
書
に 

.充
て
た
こ
と
は
實
に
洋
學
敎
場
の
大
進
步
で
あ
っ
た
。
洋
學
の
硏
究
は
終
に
，社
#

科
學
に
及
ん
だ
。
敎
ふ
る
審
も
學
ぶ
者
も
等
し
く 

斯
學
の
門
に
初
め
て
遊
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
。
就
中
、
經
濟
學
の
如
き
、
勒
め
は
之
れ
を
讀
む
こ
と
が
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
が
丨
称
三 

神
四
復
讀
し
.て
、
漸
く
典
の
義
を
解
す
る
に
及
び
、

一句
一
章
、
讃
み
去
り
、
讀
か
來
っ
て
.
師
弟
相
サ
->
>
に
拍
手
し
て
、
快
哉
を
叫
ぶ 

も
の
が
多
か
っ
た
。3
福

澤

全

集

緖

言

」一
-

前

揭「

金

集j

第

一

卷

五

八M
及

び「
三
11
|

演

說

第

百

囘

の

記

」

一

一「

全

集
.

」

第

：四

卷7]
;

七
八
頁
參
照)

o

.
先
生
田
く
、「

萬
國
炎
は
先
づ
和
漢
の
臾
類
に
於
て
大
同
小
異
な
れ
ど
も
、
ポ
リ
チ
ヵ
ル
i

コ
ノ
ミ
ー
.は
實
に
而
甶
く
、
 

•;
I
J
:ハ
の
議
論
の
精
密
な
る
こ
と
着
々
意
表
に
出
で
\
、
恰
も
我
々
に
固
有
す
る
舊
漢
學
主
義
の
心
琪
を
顚
殽
し
た
り」

' 
と
。(
明
治一

f

十一
’i 

平
五
月
五
R

向
島
植
半
に
開
か
れ
た
慶
應
義
塾
舊
書
坐
會
席
上
に
於
け
る
先
生
の
演
說
-

——
「

傅
記」

笫
ー
卷
四
五
〇
頁)

。
，

■0
し
な
が
ら
、
此
の
慶
應
三
竿
の
交
に
於
い
て
は
、
少
く
と
も
慶
應
義
塾
社
中
、福
澤
先
生

一

個
に
取
っ
て
は
^

®
の
經
㈣
I

は
於
ず 

し
も
新
奇
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
先
生
は
是
よ
り
先
き
、
文
久
苹
間
、
攘
夷
論
の
.盛
ん
で
あ
っ
た
頃
、「

江
戶
鐵
砲
洲
架」

と
署
し
て
、
 

市
丼
の
老
爺
老
婆
に
向
っ
て
、
外
國
交
際
の
不
利
な
ら
ざ
る
こ
と
を
平
易
に
述
べ
ら
れ
た
る
も
の
に「

厨
人
往
來」

と
題
す
る
も
の
が
あ 

る
。
幕
府
の
鎭
國
政
策
破
れ
て
、
外
國
貿
易
が
開
け
て
か
ら
、
之
れ
に
對
し
て
加
へ
ら
れ
た
保
守
主
義
盏
流
の
攻
擊
I
宛
も
第
十
六
世 

紀
.の
歐
洲
に
於
け
る
其
れ
と
類
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
れ
等
は
外
國
贸
易
を
以
っ
て
魚
國
有
用
の
財
を
以
っ
て
、

外
國
財
と 

交
換
す
る
も
の
と
思
惟
し
た
o
'彼
れ
等
は
物
價
の
騰
貴
を
も
之
れ
に
歸
し
た
。
先
坐
は
斯
く
の
如
き
俗
論
の
妥
を
辨
ぜ
ん
と
し
た
。
先 

坐
日
く
、「

外
國
と
交
易
始
ま
り
て
よ
り
、
彼
の
國
無
用
の
品
を
持
ち
來
り
て
、
我
が
國
有
用
'の
物
と
引
き
替
へ
る
故
、
國
內
，の
品
物
追 

々
少
な
く
な
り
、
就
て
.は
諸
色
高
直
、
諸
人
難
漉
す
る
と
言
ふ
は
、
世
上一

般
通
用
の
話
な
れ
ど
も
、
此
れ
亦
、
.物
の
道
理
を
辧
へ
ざ 

る
人
の
要
り
に
觸
れ
流
す
空
言
に
し
て
、
能
く
能
く
其
の
，本
を
亂
せ
ば
證
據
も
な
き
こ
と
な
り
o

交
易
に
彼
の
國
よ
り
稂
み
來
る
品
は 

羅
紗
、
吳
紹
服
、
迈
紗
、
金
巾
、
天
驚
後
、
唐
絨
、
鐵
、
錫
、
ブ
リ
キ
、
藥
種
等
な
り
。
日
本
よ
.り
積
み
出
す
品
物
は
絹
絲
、
茶
、
煙

寧
、
，燦
、
油
、
樟
腦
、
昆
布
、
椎
輩
、
煎
海
鼠
、
鮑
、
_

の
緖
等
な
り
、
右
双
方
出
入
の
品
物
を
較
ぶ
る
に
何
れ
が
有
用
、
■何
れ
が
無

. 

•

 

■

i n

と
袞
ふ
差
別
も
な
し
。
；唯
だ
餘
計
の
も
の
と
不
足
の
も
.の
と
取
り
替
へ
る
ま
で
の
左
に
て
格
別
損
得
も
：あ
る
ま
じ

」

袞
々
と
。

.ハ「

全 

梅
闕
、葆
1 1

及
ぴ
覼
.'禪
先
生
の
經
濟
論

 

' 

ニ
ー
 

べ

こ

ー

し



橡
阖ポ
组
及
び
福
澤
先
生

o'
経
濟
遒 

、
 

5
j 

c
m

一)
集
»-
1
第
：

】

潘
.
1七
丨
八
頁)

。
又
日
く
、「

执
て
又
、
.諸
色
高
直
に
て
諸
人
難
漉
と
去
ふ
も
の
#

け
れ
，ど
も
、.
此
れ
も
評
判
許
り
に
て
根
ち 

葉
も
な
き
こ

^
、
.
實
は
品
物
の
直
上
り
に
非
ず
、
金
の
位
の
下
セ
た
る
に
て
小
判
直
上
り
の
_

合
に
す
れ
ば
、
：晋
|
南
の
品
物
は
、
此 

の
.節
一
.ー
雨
か
四
兩
に
て
丁
度
相
當
、
諸
色
の
高
直
に
就
い
.て
は
、
日
雇
賃
も
高
く
な
：り
、
武
家
の
拂
米
も
同
様
の
，割
合
に
て
何
れ
も
困 

る
_

枕
な
き
赞
な
り」

一

K

々
と
。
而
し
て
先
生
は

、

交
易
始
ま
つ
て
よ
.り
以
来
、
日
本
國
中
、
金
銀
'の
融
通
.良
く
、
雛
m

す
る
も
の
、

却
つ
て
少
な
きに
革
れ
，る
の
事
實
を
證
據
を
擧
げ
て
說
い
て
居
ら
れ
る
。ハ0
 

一O

M

O「

Ji
t

の
，
様

子

な

れ

ば

、
年

々

產

物

%

增
し
、
何 

程
外
國
へ
積
み
出
す
と
も
、
更
ら
に
.差
し
支
：へ
な
か
る
可
し
。
故
に
交
易
は
我
が
國I

般
繁
昌
の
甚
，と
思
ひ
、
喜
ぶ
可
き
事
に
て
、.

少 

し
物
心
あ
る
人
は
皆
、
合
點
せ
る
所
な
り」

o(

同
一
ニ ー

ニ
頁)

。

；

■

.

福

澤

先

生

は

前

述

せ

.る

慶

應

1

ニ
年
の
渡
米
以
前
に
於
い
て
、(

或
ひ
は
萬
延
元
年
一
月
の
渡
米
及
び
文
久
元
年
十一 .

一
月
の
：渡
歐
に
よ
つ 

て)

、西
洋
經
濟
學
說
の
一
.端
に
觸
れ
、.
早
く
旣
に
梅
園
萬
组
等
漢
學
著
流
の
經
濟
論
か
ら
一' 
歩
を
進
め
て
居
ら
.れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い

X
* 

o

力
' 
.

五

福
澤
先
生
が
最
初
慶
應
義
塾
に
於
い
て
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
は
、
固
よ
り
和
蘭
學
で
あ
つ
た
が
、「

橫
濱
開
港
、
外
國
交
際
の
次
第
に
盛 

ん
な
ら
ん
と
す
る
時
に
常
り
、
蘭
書
を
親
む
の
み
に
て
は
迚
も
物
の
用
に
足
ら
ざ
る
を
悟
り」

、蘭
書
は
.一
切
廢
棄
し
て
英
學
に
轉
じ
た
。 

而
じ
て
從
前
の
洋
學
は
單
に
技
術
を
西
洋
に
取
る
を
旨
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
.慶
應
義
塾
の
.一
類
は
尙
ほ
一
步
を
進
め
、
-
西
，洋

の

學

問 

を
社
會Q

人
®

に
適
用
せ
ん
と
し
た
。(

前
揭
慶
應
義
塾
舊
書
生
會
に
於
け
る
先
生
の
演
說——

「

傅
記」

第

1

卷

四

四

九

頁

，
。

先

生

は

夙
に
和
蘭
人
ブ•

ア
•
デ
•
ョ
,ン
グ
の
荞
せ
る
世
界
國
勢
一
覽
表「

ス

タ
ーチ
.ス

チ
セ
、>
1
.フ
ル
：、‘マ
.
Tン、
ア
ル
レ
、
ラ
ン
デ
ン
、
デ

ル
、
T

T
ル
，テ」

'
の
翻
譯
に
從
祺
せ
る
も
、
譯
稿
未
だ
半
ば
に
及
ば
ず
し
て
萬
延
元
年
一
月
渡
米
せ
ら
れ
た
-；
:0
因
っ
て
.此

の

書

は

當

時 

慶
應
義
塾
々
：頭
た
り
し
岡
本
周
吉
、
後
の
杏
川
飾
-減
之
れ
を
續
譯
し
、
先
生
の
歸
朝
後
、
其
の
點
閱
を
經
て
、
萬
延
ー
兀
年
冬
を
以
っ
て 

霑
芳
閣
か
ら
出
版
.せ
ら
れ
た
。
福
澤
子
圍
閱
> 
岡
本
約
傅
卿
扉
、
大
槻
磐
溪
序「

萬
國
政
表」

が
之
れ
で
あ
る
。(

本
書
の
全
女
は
昭
和 

四
年
版
：

「

明
治
文
化
金
集」

、第
九
卷
經
濟
篇
屮
に
收
め
ら
れ
て
ゐ
る〕

。

次
い
で
先
生
は
慶
應1:

一
年K

黄
の
初
冬「

西
洋S

情」

初
編
三
卷
を
尙
十
U
堂
か
ら
出
版
せ
ら
れ
た
。
先
生
は「

獨
り
洋
外
の
文
學
技 

藝
を
講
窮
す
る
の
み
に
て
、
，其
の
各
國
の
政
治
、
風
俗
如
何
を
詳
か
に
せ
ざ
れ
ば
、
假
令
ひ
、
其
の
學
藝
を
得
た
り
と
も
、
.其
の
經
國 

の
.本
.に
反
ら
ざ
る
を
以
つ
て
、
^

に
實
用
に
益
な
き
の
み
な
ら
ず
、
却
つ
て
害
を
招
か
，ん
^

亦
、
；̂
.る
可
ち
ず」

と
思
惟
し
た
0

而
し 

て

「

英
蓝
開
版
の
歷
史
地
理
誌
數
本
を
閱
し
、
中
に
就
い
て
西
洋
列
國
の
條
を
抄
譯
し
、
每
倐
必
ず
其
の
要
を
掲
げ
て
、
.史
記
、
政
治
、
 

梅
陸
眾
、
錢
貨
出
鈉
の
四
目
と
爲
し
、
.即
ち
史
記
以
つ
て
時
勢
の
：沿
革
A

顯
は
し
、
政
治
以
っ
て
國
體
の
得
失
を
明
か
に
.し
、
海
陳
軍 

以
つ
，
て
武
備
の
1强
弱
を
知
り
、：

錢
貨
出
納
以
：っ
て
政
府
の
貧
富
を
示
し
•さ
ん
と
し
だ
。
尙
ほ
先
生
せ
本
書
中
、
各
國Q

條
に
揭
載
せ
る 

以
上
四
目
の
外
、
西
洋1

般
普
通
の
制
度
風
俗
の
太
概
を
擧
ー
；小
し
て
本
編
：の
備
考
た
ら
し
め
ん
4

し
、
文
久
1兀
年
の
渡
爾
に
際
し
て
、 

現
に
見
聞
せ
る
所
、
並
び
に
經
濟
論
等
の
諸
書
を
引
い
て
編
輯
せ
る
所
を
卷
頭
に
附
し
た
。(

西
洋
事
情
初
編
卷
之4

、
f

引——

前
揭 

「

全
集」
n

九
九
、
：1

1

0

5參
照)

°

'

い

,

:

ぐ

::

然
る
に
先
生
は
慶
應
1
1
1年
丁
卯
六
月
、
米
國
ょ
セ
歸
朝
し
、「

西
洋
事
情」

：次
編
ぬ
稿
を
起
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、「

本
編
總
目
0 

梅
園
、
萬
姐
及
び
賴
擰
先
生
の
經
濟
論
. 

1.1

•三

へ

i

一I
V



.栴
-

、萬
粗
及
び
福
€
,先
也
の
總
.耕
.論

： 

U

四

(

ニ
四)

 

順
席
に
從
乃
て
”

其
の
漆
を
記
せ
ん
が
如
き
は
:-
*

唯
だ
各
國
の
史
記
、
政
治
等
1
端
の
.科
條
を
_

ら
し
む
る
の
み
で
あ
つ
て
、
：朱
だ
西 

背
赞
通
の
鄯
愦
を
盡
寸
に
足
；ら
ず
。
之
れ
を
響
へ
ば
、
猶
ほ
柱
礎
屋
.壁
の
構
成
を
知
ら
ず
し
て
遽
か
に1

家
中
の
部
仙
を
檢
視
す
る
が 

.
しJ

,

七
考
.へ：た
。
初
編
の
酋
に
備
考
を
附
し
た
の
も
、
原
と
此
の
趣
旨
で
あ
つ
た
が
、
升
は
唯
だ
先
生
.が1

時
旅
中
の
雜
見
雜
聞
を 

手
錄
せ
る
も
の
で
あ
ウ
て
、
其
.の̂

^

固
ょ
り
少
な
か
ら
.
ず
と
做
し
、
茲
に
英
人
チ
ャ
シ
ブ
ル
所
撰
の
經
濟
書
を
譯
し
':
*

傍
ら
|
^
目
を 

抄
譯
し
靖
铺
し
：.て
同
苹
冬
川
版
せ
ら
れ
た
。「

西
涕
事
情」

外
編
三
卷
が
之
れ
で
あ
る
。
福
澤
先
坐
の
：記
述
に
從
ベ
ば
、
チ
，t
ン
ブ
ル
の 

經
濟
書
は「

書
中
論
說
の
太
段
を
兩
部
it
分
ち
、：

前
部
に
は
人
間
交
際
の
遒
ょ
り
、
各
國
の
分
立
.す
る
所
以
、
各
國
の
交
際
、
政
府
の 

起
る
所
以
，
政
府
の
體
裁
、：

國
法
、
風
俗
及
び
人
民
敎
育
等
の
箇
條
を
說
き
、
之
れ
を「

ソ
サ
ィ
；ャ
，ル
:.H

コ
ノ

ミ
ー」

と
し
、後
部
に
は 

經
阈
濟
11
1
:
.
.
の
^
|̂

を
論
じ
''
之
れ
を
.「
ポ
リ
チ
ヵ
，ル
*
エ
コ
.
.ノ
ミ
1
J 

.
と
.す
る
も
の
.で
あ
る
.0C

同
編
題
言
^

~「

全
'集」

四
.
.

1

九
丨
一
一
0

頁)

。
' .

■■
'

然
A

に
是
れ
ょ
り
•洗
き
、
先
生
の
學
友
神
田
孝
平
氏
は
慶
應1

一

年

丙

寅

を

以

つ

て

「

經

濟

小

學

」

.
を
翻
譯
し
た
バ
0

ー
苹
新
彫)

0
此 

の
書
の
原
本
は
英
人
義
.
M
士 

(
W
i
l
l
i
a
m

 

E
l
l
i
s
)

の
著
す
所
で
あ
つ
て
、
印
行
は
我
が
嘉
永
三
庚
戊
の
歲(

一
千
八
百
五
十
部)

で
あ 

づ
た
。
.

(

ィ
.リ
ス
のO

u
t
l
i
n
e
s

 

o
f

 

S
o
c
i
a
l

 

E
c
o
n
o
m
y
.

の
初
版
は
一
千
八
百
四
十
六
年)

。
神
田
氏
は
後
七
年
に
し
て
公
に
せ
ら
れ
た 

.る

.和
蘭
譁
か
ら
之
れ
を
策
譯
し
て
世
に
問
ふ
た
の
で
あ
る
。(

慶
應
四
年
戍
辰
三
月
版
は「

西
洋
經
濟
小
學」

と
題
す
}。

福
澤
先
张
は 

此
の
詛
譯
本
を
得
て
之
れ
を
閱
し
、
•开
を
前
記
チ
ャ
ン
ブ
ル
の
經
濟
書
と
對
比
し
、「

其
の
事
實
第
ニ
段
に
載
す
る
所
と
略
々
相
似
た
れ 

ば
、
畢
竟
又
、
大
同
小
異
の
書
に
過
ぎ
ず」

。
と
做
し
、「

先
生
は
前
揭
書
中
、
首
め
の
，一
段
を
譯
し
、「

其
の
餘
、
經
濟
論
の
詳
か
な
る
は

姑
く
閣
し
て
之
れ
を
小
學
に
_」

る
こ
と
、
し
た
0(「

全
集」

'四
ー
1〇
頁
>

0

.

先
生
は
チ
ャ
ン
.ブ
ル
に
從
っ
て
、「

經
濟
學
の
旨
と
す
る
所
は
人
間
衣
食
住
の
需
用
を
給
し
、
■財
を
增
し
、
富
を
致
し
''
人
を
し
て
歡 

樂
を
享
け
'し
む
る
に
在
り」

と
說
い
た
。
旣
に
先
坐
の
腦
裡
に
宿
っ
て
居
っ
た
自
凼
生
義
的
經
濟
思
想
は
此
の
英
國
正
統
學
派
末
流
の
.

 

通
俗
書
に
接
し
.て
共
鳴
す
る
所
が
多
か
っ
た
の
で
ぁ
る
。「

抑
も
經
濟
の
大
趣
意
は
人
の
作
業
を
萊
縛
す
る
に
は
非
ず
し
て
、
，
っ
て
其 

Co
.天
赋
に
從
ひ
、
自
凼
に
其
の
カ
を
伸
べ
し
む
る
も
の
な
り」

0(

同
五
〇
八
頁)

0「

人
に
は

一

種
天
賦
の
性
情
ぁ
り
て
、
今

一方
ょ
り
直 

ち
に
其
の
情
實
に
就
い
て
之
れ
を
見
れ
ば
、
偏
小
な
^

私
慾
に
て
遊
だ
賤
む
可
き
に
似
た
れ
ど
も
、
其
の
性
情
の
自
然
に
從
.ひ
、
廣
く 

人
間
の
交
を
成
せ
る
景
況
を
察
ず
れ
ば
、
即
ち
此
の
性
情
は
人
を
し
て
興
の
安
寧
幸
福
を
進
め
、
至
善
の
德
餽
に
達
‘せ
し
む
可
き
天
賦 

の
賜
と
云
ふ
可
し
。
譬
へ
ば
、
物
を
質
ひ
、
物
を
賣
る
の
一
事
は
.ー
兀
と
.刺
を
射
る
の
；欲
心
に
出
で
、
.其
0-
趣
.意
甚
だ
鄱
_

な
る
に
.似

た 

れ
ど
も
、
寶
賈
の
道
は
全
世
界
屮
の
缺
乏
品
を
給
し
、
荷
餘
不
足
を
平
均
す
る
の
方
便
な
り
と
し
て
之
れ
を
考
ふ
れ
ば
、
唐
に
天
賜
の 

物
品
.を
海
內
に
.分
布
し
て
人
の
便
利
を
達
す
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
物
品
に
_

り
て
世
の
文
明
⑶
化
を
助
け
、
人Q

知
.識

見

聞

を

博

く 

し
、
太
平
無
事
に
し
て
.人
類
の
交
を
親
し
か
ら
し
む
る
に
足
る
可
.し」

。(

同
五
5

丨
ー
'頁
^

:

.

.

.

箸
#

は
經
濟
學
を
他
.の
學
科
、■

即
ち
聖
敎
、
遒
德
、
政
治
學
か
ら
區
別
し
た
。
：彼
れ
は
經
濟
擧
に
於
い
て
尨
亦
、；
向
然
科
學
に
於
け 

る
と
等
し
き
法
則
の
-#
在
す
る
.こ
と
，を

認

め

た
0「

其
.の
宠
則
の
-
班
を
窺
ふ
時
は
、或
ひ
'は
欠
典
ぁ
；る
に
似
て
、之
れ
を
名
狀
す
る
こ
：七 

強
だ
難
し
と
雌
も
、
合
し
て
'一
體
と
爲
し
、
其
の
全
璧
を
見
れ
ば
、
.至
善
至
美
蕺
さ
ぐ
る
所
な
し」

。
故M

、

'經
濟

學
も
，亦

、
坐
物
學

、 

地
.質

學

、本
摩
學
等
の
他
の
科
學
と
等
し

く

、共

に

是

れ

地

球

土

の

，
ー
：科

學

で

ぁ

石

が

”

其
の
理
_を
窮
む
る
に
至
っ
て
は
、
亦
'以
っ
て 

梅
阖
、萬
1|
1
及
び
藺
滞
先
生
の
鹤
濟
論 

，
二

五

.
:

 

(

ニ
苏〕



窗

，萬
里
及
‘び
顆
揮
先
生
©
羞
勘
 

ニ
六

(
U

七〕

造
化
靈
妙
©
仁
德
を
窺
ひ
見
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
經
濟
學
の
定
則
は
元
と
人
造
の
も
の
で
は
な
く
、
叉
、
人
意
を
以
つ
て
之
れ
を 

變
略
改
疋
す
可
き
も
の
で
は
な
い
。
是
に
於
'い
て
乎
、
何
の
趣
意
を
以
つ
て
斯
學
を
研
究
す
る
や
と
問
.ふ
者
が
あ
る
•で
あ
ら
ぅ
。
著
蓉 

答
へ：

て
0
く
、：

「
唯
だ
其
の
定
則
を
知
つ
：て
、
：之
れ
に
從
は
ん
が
爲
め
な
り
。
譬
へ
ば
、.

人

身

は

天

然

生

：理

の

定

則

に

從

っ

て

ょ

く

其

の 

坐
を
保
ち
、
：無
恙
健
康
な
る
こ
と
を
得
る
も
の
に
て
、
其
の
定
«|
1

は
人
の
.意

匠

を

以

つ

て

す

可

き

に

非

ず

。
然
れ
ど
も
人
と 

し
て
人
身
窮
理
を
硏
究
す
る
の
趣
意
は
何
ぞ
や
，
唯
だ
其
の
定
則
を
し
て
人
身
の
內
に
行
■は
れ
し
め
、
其
の
作
用
を
逞
し
ぅ
せ
し
め
て 

天
然
を
妨
ぐ
る
こ
と
な
か
ら
ん
.が
爲
め
な
り
。
故
に
日
く
、
經
濟
學
を
研
究
す
る
は
、
人
身
窮
理
を
學
ぶ
の
趣
意
に
異
な
ら
ず
と
し
。.

 

C

同
五
一
一
裏
。
殊
に
人
の
上
に
立
つ
て
衆
を
御
す
る
者
に
於
い
セ
は
、
此
の
定
則
を
知
る
こ
と
が
最
も
肝
要
で
あ
る
。
现
へ
ば
世
に 

暴
君
あ
つ
て
、專
ら
私
愁
を
恣
に
し
、其
の
國
の
諸
港
に
臺
場
を
築
い
て
外
國
人
の
來
る
を
防
ぎ
、
自
國
民
を
し
：て
他
士
交
り
、
有
餘
不 

足
を
貿
易
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
な
ら
ば
、

一
國
の
窮
す
る
こ
と
も
亦
甚
し
か
る
可
き
.で
あ
る
Q

然
し
な
が
ら
、
仁
君
が
代
0
.て
出
で
た 

な
ら
ば
、
必
ず
斯
く
の
如
き
妨
害
を
除
き
、
貿
易
の
，法
を
立
て
、
國
民
を
塗
炭
の
苦
ょ
り
救
ふ
こ
と
.あ
る
可
き
で
あ
る
0

是
れ
即
ち
.
！

H 

濟
學
の
然
ら
し
む
る
所
で
あ
る
。(

同
五
一
ニ
頁〕

。
.

;

著
者
は
1貴
賤
貧
富
の
別
の
生
ず
る
所
以
を
論
.じC

同
四
三
三
|

五
.寅)

、
而
し
て
■-
!
國
法
を
以
.■つ

て
人
の
私
有
を
保
議
す
れ
ば
、
國
中 

貧
富
の
別
な
く
、
皆
、
其
の
恩
澤
を
被
ら
ざ
る
も
の
な
しJ

、
「

良
政
府
の
下
に
於
い
て
は
、

一'

 

人
富
を
致
せ
ぱ
、
衆
人
#
、の

.^
を
共
に 

す
、
假
令
ひ
卑
賤
の
小
民
た
り
と
も
自
個
.の
利
益
を
謀
る
を
知
ら
，ば
、
私
有
保
護
.の
趣
意
を
誤
解
す
る
勿
れ
、
小
民
の
：自
か
ら
衣
食
を 

給
し
.て
、.
其
の
不
幸
を
免
る
、
所
以
は
、.
唯
だ
富
人
の
有
餘
を
仰
ぐ
に
あ
ら
ず
や」
と
說
き
、(

同
五
三一

頁)

、
而
し
て「

開
化
を
被
り

た
る
國
に
於
い
て
；は
，
私
有
に
屬
す
る
利
濶
は
必
ず
其
.の
'
主
人
に
附
與
せ
り」

と
稱
し
て
利
子
及
び
地
代
を
是
認
し
た
^
^
^
^
^

、
-

3
 

ノ 
o

 

.

:

福

澤

先

生

は

页

ら

に

明

治

：ニ

年

：

「

西

洋

事

情

」

ニ
.
編
四
卷
を
公
に
し
、
英
版
ブ
ラ
ッキ
ス
ト
ー
シ

の
英
.律
金
抄
譯
せ
る
；

「
人
間
の
通 

義」
(

權
利〕

及
び
®

版(

米
國
版)

H

i

フ
ン
ド
の
經
濟
書
を
抄
譯
せ
る
，

「

收
税
論」

：を
以
つ
て
之
れ
が
備
考
に
供
し
た
。.
■■
■.

.

-

上
、

：

：

へ'

 

ナ 

:

.
.
.

 

.
、

-

:

.
Hi

フ
ン
ド(

F
r
a
n
c
i
s

 

w
a
y
l
a
n
d
)

の
經
濟
書
、
即

ち
H
tr
*
e El

e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

!>olitical 

E
c
o
n
o
m
y
v

は
福
澤
先
生
及
び
慶
應
義
塾

と
極
め
て
因
緣
深
き
も
.の
，で
ぁ
る
o 

H

丨
ラ
ン
ド
は
一
千
七
百
九
十
六
年
に
生
れ
て
、

一
千
八
百
六
十
五
年
に
死
.ん
だ
來
國
の
僧
侶
で 

:ぁ
0

て
、
ー
千
八
百
ニ
十
七
年
か
ら
艽
十
五
年
に
：至
る
1
1
.十

八

個

年

間

ブ

ラ

ゥ

ン

大

擧

，
の

總

長

0
任
に
在
0

て
、
其
の
學
制
を
改
革
し
、
 

之
れ
を
隆
盛
に
導
い
た
o
.彼
れ
は
叉
同
大
學
に
於
い
て
偷
理
锊
學
を
講
じ
た
。
彼
れ
のE

l
e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

n

w

c

o

n

!
は一

千 

八
百
三
十
七
¥

を
以
つ
て
初
版
を
出
し
、
次
い
で
同
四
十
年
其
の
摘
耍
版(

E
l
e
m
e
n
t
s

 

o
f

 

Political E
c
o
n
o
m
y
,

 a
b
r
i
d
g
e
d

 

&

 a
d
a
p
t
-

 

e
d

 

t
o 

t
h
e

 

u
s
e

 

o
f

 

s
c
h
o
o
l
s

 

a
n
d

 

a
c
a
d
e
m
i
e
s
.
)

を
出
し
た
。
彼
れ
.の
經
濟
書
は
固
ょ
り
經
濟
擧
史
上
重
要
な
る
地
位
を
占
む
る
も
の 

で
は
な
く
し
て
、
單
な
る
敎
科
書
に
過
ぎ
ざ
.る
も
の
で
ぁ
つ
た
が
、
而
.も
能
く
社
會
の
需
要
に
適
し
て
>

懲
し
き
寰
髙
を
示
し
、.
三
十 

年
間
に
五
萬
を
捌
い
だ
と
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
福
澤
先
坐
.が
慶
應
三
年
の
米
國
渡
航
に
際
し
、
前
囘
に
比
し
、
資
金
豐
か
な
る
が
ま
、 

忙
、
ク
ゥ
ッ
ヶ
シ
ボ
ス
の
窮
理
書
、
文
典
、
米
國
史
、
パ
ー
レ
ー
及
び
グ
ー
ド
リ
チ
の
.
萬
國
史
、べ_

史
等
と
，共
：に
慶
應
義
熟
激
生
の 

.敎
科
用
，に
.供

し

て

不

自

出

.な

き

程

度

ま

で

購

入

1.
て
歸
ら
れ
た
も
の
は1

千
八
首
六
：屮
六
年
霞
應
ニ
年
の
第
四
十
版C

F
O
r
t
i
e
t
h
H
h
o
u
-

 

—

園
、葆
里
友：

び
福
澤
先
M

の

經

濟

諭

~
七

〈
U

七〕



:

梅
岬
萬
虽
我
び
福
澤
先
卑
の
絲
滞
論
，
 

一：

一 .八
：
：

C

 

二
八
し 

:

_

^

.あ
つ
.た
.ら
し
い
0

現
往
慶
應
義
塾
圓
|

#
の
^

¥

る
ヴ
本
は
其
0

1

頁
に
：

「

福
澤
氏
圓
ま
§

」

' '
:

の
^
^
#
る
も 

つ
て
、：
此

の
'
千
八
百
六
十
六
华
の
ボ
ス
ト
ン
版
で
あ
る
。
先

坐

が

蒙

、「

西
洋
旣
に
經
濟
論
あ
气
然
ら
ぼ
則
ち
論
語
、
：大
學
の
如 

き
偷
理
.の
書
も
な
.か
る
可
ら
ず
.と
て
語
り
合
ふ
折
柄
ノ
小
幡
篤
次
郞
君
が
、
市
中
に
て
モ
ラ
ル
•
:サ
■，ィ
エ
.ン
'ス
と
題
^
た
る
原
書
の
古 

本

1

册
を
購
ひ
來
り
て
、
_之
れ
を
|賴
め
ば
、
：則
ち
道
德
1
偏
の
論
な
り
。
*

れ
は
妙
.な
り
、
直
ち
：に
向
様
の
書
を
.賀

ん

と

て

：、
來
國
へ 

詫

文

し

た

る

は

ゥ

H
丨
ラ
ン
ド
氏
の
モ
ラ
ル

•

サ

ィ

工
ン
、
ス
に
し
て
、之
れ
を
修
身
論
と
：譯
し
た
り」

と
彻
語
ら
れ
た
も
'の
は
一
千
八
百 

1

一：

一

十
五
年
を
以
つ
て1

初
版
を
出
し
た
る
工
ー
ラ
ン
ド
の
s

g

i

&

g 

o
f 

M
o
r
a
l

 

S
c
i
e
n
c
e.

:

で
あ
つ
て
、
此
の
書
も
亦
、
五
ケ
ね
以
PJ 

に
狎
版
を
.要
し
た
ほ
ど
寶
れ
行
き
良
き
も
の
-で
あ
つ
た
バ
前
揭
慶
應
義
塾
舊
臀
坐
#

に
於
け
る
先
生
の
演
說—

「

.傳
記」

箄
ー
卷
四
艽 

〇
.
M
、
i
び
に「

塞

囊

草

」

.
に
關
す
る「

<
_」

緖

言

全

集

」

第
一
編
五
九
頁
參
照
o

M

丨

ラ
ン
ド
.の
.經
濟
學
は
英
國
正
銃
學
派
の
經
濟
理
論
を
藻
と
し
、
幾
分
米
國
學
派
の
所
論
を
參
酌
し
て
之
れ
を
平
易
逝
俗
に
表
明 

し
た
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
慶
應
義
塾
の
先
輩
は「

s

g

B}

、
復

讃

し

て

漸

く

其

の

義

を

解

す

る

.に

及
び
.
、
毎
章
每
句
.
. 

耳
目
に
新
た
な
ら
ざ
る
も
の
な
く
-
絕
妙
の
文
法
、
新
奇
の
議
論
、
心
魂
を
驚
破
し
て
食
を
忘
る
X

に
至」

つ
た
。(

前
揭「

三
田
演
說
第 

百
囘
の
記」 ——

「

全
集」

第
四
卷
五
七
八
頁)

0

福
澤
先
生
は
庇
の
書
の
.第
四
.編(

o
l
o
i
.
u
l
t
i
o
n

，

)

第
三
章(

o
f

 

P
u
b
l
i
c

 

c
o
n
-

 

s
u
m
p
t
i
o
e

を
取
つ
て
之
れ
を
抄
譯
し
、「

收
税
論」

；
と
題
し
て
、
前
述
.の
如
く
、
其

の「

西
洋
禀
情
：

」

-:
•
•縞
卷
之
'
l
:
.
o
後
半
た
ら
t

め 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
慶
應
四
年
四
月
-
慶
應
義
塾
が
鐵
砲
洲
ょ
り
新
錢
座
に
移
轉
せ
る
當
時
の
義
塾
授
業
日i

表
に
據
れ
ば
', 

先
生
は
每
週
火
曜
日
及
び
木
曜
日
.

「

朝
第

十
時
よ
り」

土

丨
ラ
ン
ド
氏
の
經
濟
書
を
.
_義
せ
.ら
れ
て
ゐ
た
0

而
し
.て
明
治
ニ
年
诃
«

0

「

慶
應
義
塾
之
記J

附
錄
に
從
へ
ば
、
ゥ
ヱ
ー
ラ
ン
ド
氏
經
濟
書
會
讃
は
月
木
兩
日
午
後1

時
よ
り
小
幡
篤
次
郞
氏
の
檐
庇
に
變
じ
、
福 

滞
先
生
は
水
土
雨
日
午
前
十
時
.よ
り
ゥ

エ
1
ラ
ン
ド
氏
脩
心
論
を
講
ぜ
ら
る

\

こ
と
X

爲
つ
て
ゐ
る0(

昭
和
七
¥

版
、「
慶
應
義
塾
七
十 

五
^

史」

■
一
 11

五
、
三
山
ハ
丨
七
頁
參
照)

。

：
： 

.

次
い
で
禽
世
®

地
源
一
郞
が
W

淵
漉
禪
榮
一
の
序
文
を
揭
げ
て
明
治
四
年
辛
宋
を
以
つ
て
公
に
し
た
大
藏
tr
,

「

w

版

會

社

.-,
-
ぬ 

「

米
國
學
士
ゥH

ィ
ラ
ン
ド
氏
の
藉
せ
る
經
濟
書
綱
目
中
の
#

社
篇
.を
大
旨
と
し
、
煩
を
省
き
、
要
を
撮
み
、
傍
ら
英
國
學
士
、、、
ル
氏
、 

荷
蘭
學
士
ー
一

 

1
マ
ン
氏
の
經
濟
篇
中
.に
就
き
て
抄
譯
し
、遺
を
拾
ひ
、闕
を
補
ひ
觅
め」

.た
る
も
の
で
ぁ
つ
た
。(

同
書
小
引
三
.則
參
照)

。 

木
書
中
に
抄
譯
せ
.
.ら
れ
た
る
部
分
は
ゥ
土
1
ラ
ン
ド
氏
經
濟
學
第
二
編
第
1
1
S第
：，

一

節
：(

.:
o
f 

t
h
e

:'
-
.
:
N
a
t
u
r

io
o
f 

3叫&

'
3*
'0
|

^

^
 

並
び
に
第
二
節
.

(
9
f

 

^
 Sl

i
t
y

 

o
f

 

B
A
n
k
s
)

で

ぁ

る

。

是

れ

，よ

り

先

.き
明
治J

U

年
康
午「

友
人
渡
部
.

1

部

が

翻

刻

せ

.る

經

濟

說 

.略

.と
^

ふ
英
國
開
版
の
原
書
を
譯
し」

.、M
ら
に

「

マ
ン
デ
ヴ

.丨
ル
氏
の
第
四
リ
.
1
'ド
ル
中
.よ
.
.り
述
用
貨
幣
、.
.
'
外

國

«

^

:

國

內

賣

買

の 

H.

一.ヶ
條
を
譯
し」

て
、
本
夂
の
缺
を
矶
ひ
、
之
れ
を
序
に
代
へ
て「

生
產
遒
案
內」

を
矶
*

棠
か
ら
出
版
1>
て
居
ら
れ
た
小
赠
篤
次
郞 

■氏
は
明
治
四
年
.

「

英
氏
.經
濟
論」

と
自
し
て
、
ゥ
工
ー
ラ
ン
.ド
經
濟
學
原
著
第
一
.編
坐
財
論
：(o

f

 

p
r
o
d
u
c
t
i
o
n
)

至
一
ー
卷
に
分
冊
し 

.て
上
梓
し
、.
同
六
¥

に
は
原
著
第
ー
S

交

易

論(E
x
c
h
a
n
g
e
)

を
同
じ
く
ヒ
ー
卷
杧
分
冊
し
て
出
版
し
、

M

ら
に
同
十
弗
祀
はg

蕃
第
一】

一
 

«

分
配
論
3
f s

s
t
r
i
b

s-i
c
n
)

及

び

第

四

編

消

靡

論

(

.〇H>C
o
n
s
u
m
p
t
i
o
n
}

を

同
.じ
く
一
ー1卷

：に
：分

冊

刊

行

し

て

其

：の
無
を
終
つ

-た
。 

小
幡
氏
は
明
治
十
年
九
月
典
の
_

書

第

七

編

：に

序

し

て

1=
1
く
、「

英
段
經
濟
論
0
始

；％

て

我

が

邦

に

來

る

：の

日

に

當

つ

.て
や
、

世

に

尙

ほ 

，西

國■の
.經
濟
を
語
る
者
挱
な
け
れ
ば
、讀
盏
、
皆
、其
0

现
論
0
精
確
な
.る
を
害
び
セ
、

手

、
：暫

く

贪

之

れ

を

放

つ

に

忍

び

言

る

：が
如
き 

梅
園
、萵
见
及
び
福
掙
先
與
の
鸫
濟
論
. 

’ 

U

九

、

(

ニ
九〕

I

n

-5>.-ftflnrtl>̂， r.<rftn



梅
朗
、萬
M
’及
'び
願
櫸
先
生
o
經
濟
論
：
 

n:〇
： 

C

H

O.し 

感
な
き
考
な
が
ゥ
し
.が
、
'
.爾

來

、

の

罾

罾

、

比

ぞ

舶

,

ち

れ

て

、

此
の
書
び
如
き
は
當
時
學
校
少
年
ぬ
謓
本
^
爲
り
て
、「

世
の
'
. 

士
君
子
、
殆
ん
ど
之
れ
を
顧
る
容
な
.き
に
茧
れ
P
O.

蓋
し
英
氏
の
經
濟
：を
論
ず
る
や
、；自
由
貿
易
を
主3

日
と
爲
4
、
.今

.0
の
經
濟
と
今
. 

日
の
道
德
と
ば
並
行
し
.て
相
戾
ら
ざ
る
の
み
な
ら
^

、
互
に
相
輔
冀
す
：る
の
說
ぁ
る
に
至
■つ
て
：は

疑

ふ

可

き

も

：の

な

き

ぬ

非

ざ

れ

ど

も

、 

立

意

明

白.に
し
て
、
.最
も
初
學
の
階
棟
と
爲
る
可
き
書
な
れ
ば
、<

r

逐
次
、
之
れ
を
譯
出
し
、
：今
又
、
此
の
分
配
、
消
靡
の
諸
篇
を 

，
し
、
以
つ
て
全
部
を
終
る
に
至
れ
奴
。
敢
て
之
れ
を
：世
の
士
君
子
^
属

し

：て

展

閱

を
«

さ
ん
と
沄
ふ
に
非
ず
。
唯
だ
之
れ
を
物
學
の 

人

に

示

し.て
經
濟
0
端
緖
を
知
ら
し
め
、
且
つ
は
以
つ
.て
.此
の
書
舶
載
の
.始
め
ょ
り
年
を
重
ぬ
る
こ
と
纔
.に
十
一
年
な
る
に
、：
學
業
の： 

進
步
、
'斯
く
の
如
ぐ
な
る
.を
喜
ぶ
の
意
を
表
す
と1

K

爾」

と
。
即
ち
吾
人
は
是
れ
に
由
つ
て
少
く
.と
も
明
治
十
年
の
交
.に
於
い
：
て

は

、
：
 

慶
應s

塾

の

學

徒

は

旣.に
樂
天
的
自
由
主
義
の
經
濟
學
說
に
對
し
て
.疑
問
を
抱
く
に
至
つ
て
居
.つ
た
.こ

と

を

知

る

：こ
：と

.が
出
來
る
'。

.

尙
ほ
因
忆
記
す
、
.ゥ

本
1

ラ
ン

ド
の
經
濟
書
は
別
に
明
治
五
年「

世
渡
の
杖
、
經
濟
便
蒙」

と
題
し
て
何
禮
之
の
手
に
翻
譯
せ
ら
れ 

て
.ゐ
る
0

ノ

.

.

圏

以

來

、

次
第
に
：匪

：

^

の
：程
度
を
增
加
し
來
る
歐
米
資
本
主
幾
0
東
漸
に
對
し
て
我
が
國
は
當
然
資
本
主
義
.を
#

<
し
、
：新

た

な 

る
經
濟
制
度
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
福
澤
先
生
は
文
久
年
間
に
成
つ
た「

唐
人
往
來」

以
來
、
我
が
國
の
國
是
と
し
て 

自
由
貿
易
を
採
用
し
、
胄

と

文

化0
程
度
高
き
諸
國
民
と
の
觸
接
に
ょ
つ
て
、
.我
が
產
業
を
刺
微
し
改
丧
せ
ざ
る
可
.ら

ざ

る

も

の

..と

思 

惟
し
た
。
先
生
は
又
、
歐
米
通
俗
經
濟
書
の
翻
譯
に
ょ
つ
て
、
彼
れ
の
資
本
主
義
的
經
濟
機
構
の
說
明
を
輸
入
し
た
。
然
し
な
が
ら
、

先
生
は
鑣
が
て
後
進
國
と
し
て
我
が
國
が
益
々
加
重
し
來
る
歐
米
先
進
資
本
主
義
國
の
.壓
迫
を
受
け
っ
、
あ
る
こ
と
を
感
ぜ
ら
れ
な
け 

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
明
治
七
年
、
福
澤
先
生
が
共
の
.著

「

學
問
の
.す
み
め」
(

明
治
五
年
二
月
ょ
り
同
九
年
十r

月
：に

互

り

て

出

版

せ

. 

ら
れ
た
る
も
の
、
十
七
編
ょ
り
成
る)

.に
對
す
る
罵
詈
攻
擊
の
頂
點
に
達
し
た
る
際
、：
同
年
十T

:

月
七
日「

慶
應
義
塾
五
九
換
仙
萬」 

の
名
を
以
っ
て
朝
野
新
聞
に
寄
書
し
た
る「

學
問
の
す
X
め
の
評」

.

.內
に
.於

い

て

、
，
先

生

は
へ「

抑
も
明
治
年
間
の
日
本
人
に
て
.憂
ふ
可 

き
も
の
と
は
何
ぞ
や
。
外
國
の
交
際
、
即
ち
是
れ
な
り
。
今
，
外
交
の
：有
様
を
見
る
に
、
商
賣
を
以
つ
て
之
れ
を
論
ず
れ
ば
、
外
人
は 

富
み
て
■巧
な
り
、
日
本
人
は
貧
に
し
て
拙
な
り
、
栽
判
の
權
を
以
つ
セ
論
ず
れ
ば
、
動
や
も
す
れ
ば
、
我
が
邦
人
に
.曲
を
蒙
る
者
多
く 

し
て
、
：外
人
は
法
を
遞
る
~
者
な
き
に
非
ず
。
學
術
も
彼
れ
に
學
ば
ざ
る
を
得
ず
、.
財
本(

資
本)

も
彼
れ
に
借
ら
ざ
る
を
得
ず
。
我
れ 

は
漸
次
に
國
を
開
い
て
、
徐
々
：に
文
明
に
趣
か
ん
と
す
れ
ば
、
彼
れ
は
自
由
貿
易
の
•旨
を
主
張
し
て
、

一
時
に
內
地
に
入
り
込
ま
ん
と 

.し
、
事
々
物
々
彼
れ
は
働
き
を
仕
褂
け
て
、
我
れ
は
受
け
身
と
爲
:1
)
、.
殆
ん
ど
內
外
の
平
均
を
爲
す
能
は
ず
0

此
の
勢
に
曲
っ
て
次
笫 

に
進
み
、
內
國
の
人
民
は
依
然
と
し
て
奮
習
を
改
む
る
こ
と
な
べ
ば
、假
令
ひ
外
國
と
兵
革
の
釁
を
開
か
ざ
る
も
、
或
ひ
は
我
が
國
權
の 

衰
微
な
き
を
期
す
可
ら
ず
、
況
ん
や
萬
.

1

の
事
故
あ
る
に
於
い
.

H

を
や
、
之
れ
を
思
へ
ば
亦
寒
心
す
可
き
に
非
ず
や」

と
歎
聲
を
漏
し 

て
居
ら
れ
る
o(「

全
集」

第
'

1.

卷
五
一
一
頁)

0

,
先

生

は

又

、

明

治

七

年

士

一

月

，
西

周

及

び

津

田

眞

道

氏

等

が

「

明

六

雜

誌

」
」

第
ニ
：±1
:
1號

及
び
四
號
に
：於
ぃ
て
外
國
人
の
內
地
旅 

行
の
自
由
を
主
張
し
た
る
に
断
し
、
同
誌
第
二
十
六
號
に
於
い
て
、
之
れ
を
駿
.さ
れ
た
る
中
に
於
い
て
日
く
、「

外
國
と
貿
易
商
寶
を
爲 

す
：に 

> 
彼
我
人
民
の
.智
力
平
均
せ
ざ
れ
ば
、
我
れ
は
損
に
し
て
、
彼
れ
は
德
な
り
。.；：さ
；れ

ば

、
：

<
^
:我
が
國
の
.貿
易
0

は
我
れ
を
«

.梅
阚
、
萬
里
及
.が
福
澤
先
生-の
經
濟
.諭

 

I!

ニ

ハ
s

c

!
•；i

ム:

鄭
分
、
in
t
' 

T

 : 

-



梅
園
，离
里
及
び
顥
渾
先
生
の
經
濟
詾 

三t
j

.

(

—-ニ
ニ〕

す
る
.Q

媒
-
に
じ
で
、
我
が
國
民
の
智
力
、
愛
に!1-
.ま
れ
ば
、
.
我
が
國
を
滅
す
：の
大
害
と
云
は
ざ
'
る
を
得
ず
。

(

中
略)

'

然
る
に
今
、
從
前

.

.

.
 

- 

•
. 

'

Q

交
際
に
曲
つ
て
現
に
我
が
國
の
富
を
失
ひ
な
が
ら
、
尙
ほ
外
人
の
旅
行
を
許
し
て
其
の
交
際
を
廣
く
せ
ん
.と
.す
る
は
：
■ 

'損
亡
の
.
一
.部 

分
を
推
し
て
其
の
全
環
を
成
す
の
道
を
促
す
に
異
な
ら
ず
。
何
と
な
れ
ば
>
.旅
行
は
雜
居
：の
調
練
な
り
、
雜
居
は
商
廣
ぬ
方
便
友
り
、
 

商
賣
は
損
亡
の
源
な
れ
ば
な
ど
と
。(「

傳
記」

第

ニ

卷

三

ニ

エ

賛)

。

，
又
、
.先
坐
は
明
治
八
年J

.

月
發
行「

民
間
雜
誌」

第
六
編
に「

外
國
人
.の
內
地
雜
居
許
す
可
ら
ざ
る
の
論」

を
揭
げ
て51 
く
、「

初
め 

外
國
人
の
我
國
に
渡
來
し
た
る
源
因
は
唯
だ
貿
易
の
爲
め
の
み
。
*

易
の
趣
意
は
唯
だ
利
を
求
む
る
の
み
に
在
る
も
の
な
れ
ば
、
外
國 

贸
易
は
內
外
の
人
民
、
利
を
筚
ふ
の
事
に
し
て
、
諸
開
港
枕
此
の
利
を
爭
ふ
の
場
所
な
り
。
而
し
て
開
港
以
來
、
.貿
易
の
荷
様
を
見
0 

に
、
我
が
國
は
常
に
利
を
失
ふ
て
外
國
人
は
常
に
益
を
得
る
盏
多
し
。
故
に
今
日
に
至
る
ま
で
、
我
が
國
に
貿
易
：の
成
長
し
た
る
に
就 

き
:1
1
:ハ
の
得
失
を
論
ず
れ
ば
、
貿
易
は
我
が
富
有
を
減
ず
る
も
の
と
一K

は
ざ
る
を
得
ず
。
.其
の
■箇
條
の 

一
二
を
擧
ぐ
れ
ば
v(

一)

輸
出
品 

少
な
く
し
て
輸
入
品
多
け
れ
ば
、
其
の
出
入
の
差
は
我
が
負
偾
た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
Q

D
輸
入
品
.は

大

概

製

造

物

に

し

て

.、
：..輸

出

品

は 

素
質
の
物
な
り
。
之
れ
が
爲
め
我
が
國
段
は
製
産
の
利
を
失
ひ
、
嫌
ね
て
叉
、
其
の
技
藝
を
も
失
ふ
に
至
る
可
し
0
富
有
の
源
を
塞
ぐ 

大
害
と
去
ふ
可
し
。(

三)

每
年
、
.輸
出
輸
入
に
差
あ
れ
ば
，
結
局
其
の
差
は
外
僙j

j

爲
り
、
ハ
牛
々
其
の
利
息
を
外
國
べ
拂
は
ざ
る
を
得 

ず

。
：
今

の

外

偾

の

，利

足

も

#:
年

凡

そ

ニ

百_萬
圆
に
近
か
る
可
し
。(

三)
開
港
の
始
め
.に
は
我
が
國
民
外
國
の
事
情
を
知
ら
ず
し
て
、
非 

常
.の
損
亡
を
受
け
.た
る
こ
と
あ
'

 
其
の.1

例
を
擧
ぐ
れ
ば
、.
判
金
を
輸
出
し
た
る
が
如
き
是
れ
な
り」

云
々
と
。.C「

傳
記J

三
一
八 

页〕

。

開
港
以
來
、
絹
糸
及
び
茶
の
生
虛
は
著
し
く
增
加
し
、
且
つ
其
の
價
も
前
時
に
幾
倍
し
た
る
を
以
つ
て
、
：：貿
易
め
功
德
士
稱
.せ

ぎ
-

|
得
ず
と
主
張
す
名
者
が
あ
.る
が
、
'先
泥
5:
'

以
1

て
?1
れ
ぱ
>「

絹
糸
>
.
'案
の
赚
は
、
.以
亂
£
倍
し
^
其
：の
利
益
少
な
か
ら
哽
と
雖 

.

、̂
唯
龙
日
本
が
前
日
の
概
場
に
比
し
て
憤
^

^
じ
た
今
の
み
ァ
此
の
品
を
が
國
に
賣
渡
す
に
就
^

て
ば
、
其
の
權
柄
牵
く
彼
れ
忆
樹 

L.
V

ャ

日

本

金
.哺
•だM

滞
場
に
想
る
外
國
.の
仲
賈
％

に

制

せ
^

る
义
0
み

〒

盅
<>
我
攸
_

ば
&

の
;̂
;̂

に
之
れ
を
輸
出
し
> 

:交
易
す
_

の
：̂

れ

：の

製

造

品

か

り
0

*
1>
き
は
外
國
.に

ぬ

我

紙

繁

を

用

ひ
>

#

1
招
に
；適
^

在
；̂

|:
.
.製
し
、で
>
^
び
輸
入 

Iす
る
に
革
れ
I

式
れ
を
灰
ん
.
‘の
我
が
國
益
言
は
稱
す
4

'̂
:
と
^

^

る
も
の
^

あ
を
9

斯
ぐ
の
如
き
^

に
し
：て
.

_
し
.だ
な
ら
$
 

:

#

^

1

£
的
1
4業
は
興
ら
ず
、
«

家

の

養

本

^

日

に

0;
-に

四

行̂

1

0-
;
'本
人

は
獨
り
ガ
徙
の
苦
界
に
陷
る
へ
可
き
も
の
せ
ぁ
％

-
日
本 

が
;̂
令

窗
|

に
％

ク

て

撗

赉

つ

^

あ

ふ

こ

と

は

.1
£

に
斯
く
0
虹
く
で
あ
左
.が
>
:̂
£
 

貿
易
.に
敝
隨
す
る
も
の
.で
ぼ
故
い
今
蔻
じ
.、
.其
^

罪
樣
我
於
ん
^

の
«

ば

惯

載

る

：に
：祐

ル

 

政
令
確
實
な

.
ら
ザ
し
て
ム
私-

の
俠
議
行
き
扃
が
ざ
冬
に
莅
ち
泰
郫
の
法
盤
は
ネ
し
仓
、
画

.抑
^

^

系
者
多
き
也
在
りV
.
政
府
蹲
制3

人
民
卑
屈

\

.

:

 

•

:

^

し
て
，
.大
業
を
企
つ
る
者
な
孝
に
在
权
0
'
.是
れ
等
の
！̂

^
邊
ぐ
»

0:
處
鼠
の
宜
3
ぎ
を
#

ば
ゥ
外
國
-の
.貿

易

も

始

め

で

我

が

國

の

益
.を
爲
す
を
得
可
し
。
概i

.

て
云
へ
ば
、
內
を
修
め
ざ
る
#

に
は
、
.外
，.に
接
ず
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り」

0
C同
三1

1
0頁
、

…

■'
.
福
澤
先
生
は
外
國
商
人
を
し
て
自
响
に
國
内
を
旅
行
せ
し
め
、
又
は
內
地
に
離
：居
せ
し
め
た
な
ら
ば
、「

或
ひ
は
金
を
貸
し
、
或
ひ
は

;
,地
面
|:
:

賈
ひ
”

* '

質
に
不
分
明
な
な
約
f

取
&

#

s
u'

、
猶

産̂

不
锨
合.故
^

前
#

^

ず
！T

千
^

^

.

の.腺
紙
を
設
け
て> 
我

が
愚
.民
0
:
眼

ほ

忽

ち

之

れ

桉

眩

惑

^

、
.佛

人
.

2

役

せ&

れ

て

英.人

に

姨

の

1

^

賣
を
€

類
は
斷
ょ

’
^

#

じ
如
ら
：ず

>
 

遂
ぼ

ほ

：漸

く

不

醫

を

も
§
^

弋
ノ
彼
れ
の
手
に
渡
レ
-;
>
幾
叫
の
燊
出
_

人〔

の
麻
有
と
镓
抝
>
#
.浪
办
_

圃
は
英
人
べ

(

霧

と

爲

る

^
茧

擦
鬪
1

萬
3
1及
が
福
澤.弗
生
办
：經
濟
驗
 

s
 

c

s

n

j

o



m

i

s

s

l

 

:

三
埤 

c

 

三
'四

)

*

:
る
1

^
き
で
‘ぎ
各
と
思
惟
ぜ
-̂
れ
^

の

セ

あ

ふ''
0(

同
告I

t
s

貢
^

，

S

澤

先

生：

は

、V女
明
ば
全
ぐ
歡
の
も
の
：で
.あ
*

て
、
：：
歐

萊

ょ

り
.の
^

,
.輸

入

品0;
如
ぎ
有
形
物
其
(0
:
.者
纥
非
ざ
み
と
4

を
主
張
1>
,'
.
'
»全

昆

明

：0
腐
因
5:
;
ぞ

皆

ク

貿

易

の
1
:
.事
に
歸
じ
,

我
.が
國
，
^

.

.

. 

, 

-
'

諸
開
港
に
於
い
て
親
し
く
外
國
人
忆
$

名

者

，ょ

れ

傅

べ

：て

寒

に

全

國

.に

疲
及
じ.た
^
1'
の
i

做

す
0
.論

：を

排

斥

：レ
今
ハ
同
一
一

〕
14111.

.寻 
ノ0:
'
:
.
..'
- 

.
'
、
' 

. 

.'.... 
- 

■ 

、 

…

ノ
 

: 

.
■
.
'
-

-

\
■.
- 

■-
' 

:

、

』

.

•「

’ 

.

. 

* 

■

,

.
:.
-

.

.

.

.

.

、
——
.

■ 

'
;.
.

:

' 

« 

■ 
.1
 

- 

* 

' 

•
: 

V 

レ

•1
歐
米
資
本
主
轂
の
衝
略
に
酸
»

す
る
以
前
に
於
い
て
、
.我
が
國
の
：資
本
主
義
が
德
;1
[

幕
府
の
中
央
集
權
的
封
髮
啟
0
ず
.に
^

5
て 

睞
に
或
る
程
度
ま
.で
發
達
を
遂
げ
て
居
つ
だ
こ
と
：は
事
實
で
'あ
る
。
然
し
•̂-
が
ら
、
幕
府
の
鎖
國
政
策
に
累
せ
ら
れ
、
市
場g

狹
歸
に
. 

拘
束
.せ
ら
れ
て
、
町
人
階
級
の
手
に
蓄
積
せ
ら
れ
た
富
は
多
く
不
生
産
的
に
浪
費
會
ら
れ
，て
>
.資
本
と
し
て
充
分
.の
，機
能
を
發
輝
す
る
：
 

に
至
ら
な
か
つ
た
。
藩
主
は
或
る
程
度
ま
て
、自
ら
•町
人
化
し
、
富
を
蓄
積
し
ク
炎
業
を
'̂
營
1>
た
0
-:
然
し
な
|が
ら
：、
'斯
く
の
如
.き
も
亦
、 

赞

3

の
集
權
的
政
策
の
爲
め
に
十
分
の
效
來
を
擧
ぐ
る
こ
と
が
出
來
な
か
.つ
た
。
福
澤
先
生
0
語
.を
借
.り
て
^

へ
ば
、德
川
氏
は
门
频 

に
自
家
の
土
木
’を
起
し
て
諸
侯
の
財
を
費
さ
し
め」

、「

大
船
を
造
る
を
禁
じ」

、「

侯
伯
の
_

子

を

、江

戶

に

拘

留

し

て

> 

盛
に
邸
艳
を
築
が
. 

し
め
"■.自

か
ら
之
れ
を
奢
侈
に
導
い
て
、
人
間
有
用
の
事
業
を
怠
ら
し
め
>
尙
ほ
其
の
餘
カ
あ
-
る
を
見
れ
ば
>

教

；
は
：御

手

傅

ひ

と

云 

队
、.或
仏
は
御
固
め
と
ー
23
:
ひ
、_
百

般

の

ロ

實

，を

設

け

て

奔

命

に

疲

れ

し

め

」

た

バ「

，文

明

論

之

概

略

」

卷
之
五
一̂「

金

集」

.
第

四

卷

ニ 

〇

五
•貝)

。
、
開
國
以
來
、
歐
米
の
資
本
主
義
に
對
抗
せ
ん
と
し
て
、
先
づ
逢
着
し
な
れ
ば
な
ら
な
か
づ
た
難
.問
題
.は
.資

力

財

本

の

不

足 

で
あ
っ
た
。
獨
り
資
本
の
缺
乏
.の
み
な
ら
ず
、企
業
方
面
に
於
け
る
活
動
的
精
神
の
缺
乏
を
C

亦
、認
め
-な
け
；れ

ぱ

な

ら

な

が

つ

.た

。

我

於
町
ん
屯
に
も
大
贬
不
齡
に
し
て
ぃ
贫
機
縱
漱
の
傑
鞭
'が
な
い
で
ば
な
か
っ
た
が
、
概
し
て
新
た
な
る
時
代
へ
o'
推
移
に
對
ず
る
十
分 

な
る
認
識
と
歡
と
を
有
す
る
I

な
く
、'
又
新
た
な
る
暗
代
の
潮
流
に
義
さ
ん
拳
る
放
爲
な
る
精
神
と
價
値
革
命
の
氣
運
に
乘 

.
ぜ
ん
と
す
る
投
機
心
と
を
缺5

て
ゐ
だ
•？
.福
澤
先
生
は
明
治1

一
十
九
午
の
.
.交
に
至
っ
て
も
猶
ほ「

節
豪
大
家
何
を
苦
ん
で
商
寶
せ
ざ
る」 

と
叫
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
如
っ
た
。C

同
年
九
月
.一
日「

時
都
新
報」

論
文
l

r
全
集」

m

九
卷
ー
一
一
七
I

一
 

三 

一
M

-

. 

•
' 

;
「

人
の
著
書
を
謭
め
ば
固
ょ
泛
不
靡
な
き
を
得
ず
-̂
贫
-̂
亦
、
其
書
中
に
意
を
盡
さ
^
る
も
の
甚
だ
多
し
。
依
っ
て
-̂
澤
論
吉
事
、

铈
月
十
の
！I
r(o
.午
後
}

U

時
半
.ょ
り
、慶
應
義
内
萬
來
舍
に
於

S

て
自
著
：
.の
書
を
、詳かに其

'の
義
を
演
述
せ
ん
と
す
。
但
し
十
丹 

'十
日
を
初
會
之
し
て
.「

文
明
論
之
概
略」

を
以
っ
て
始
む
可
し
。
聽
|1
-

の
人
は
義
塾
の
社
中
社
外
を
問
は
ず
、
隨
意
.に
出
席
不
苦
事」

。 

(

明
治
十V

苹
十
月T

日
附
M.
應
雜
塾
■

賴
所
廣
吿)

。
先
生
が
充
分
な
る
推
敲
練
磨
の
後
、
'明
治
八
年
を
以
っ
て
余
せ
ら
.れ
た
る
大
著
' 

「

文
明
論
芝
概
略」

は
我
，が
0

に
於
^;
て
は
' 
十
ロ
來
の
雛
ヵ
偏
重
の
爲
れ
、
生
產
#

_

財
#,)

-.
た

る

農

工

商

以

下

被

治

考

の

.蓄

稹

し

た 

ゾ
る
國
讨
^

农
生
^

^
袋

生

財

寒
‘た
る
士
族
以
上
治
若
の
手
に
む
っ
乜
^

す
可
き
に
費
さ
尤
盛
す
可
ら
ざ
る
に
費
さ
れ
そ〜

我 

が
.經
濟
的
^

#
の
進
;̂
た
る
，
こ

と

を

述

べ

、

「

德
川
ー
一
，百-7
T
,
'十
^

、.

國
內
に
才
兵
を
用
ひ
た
る
こ
i.
t
t'
:
ぱ
萬
十
2
世
报
中
に
比
類
な 

.き
太
平
と
貧
ふ
-̂
し
ヵ
虹
の
世
取
に
此
類
な
き
太
平
の
佌
に
居
れ
ば
ク
日
本
の
允
民
愚
な
り
と
雖
も
、
エ
.藝
办
道
：開
け
*

と
雕
も
、
假 

令
ひ
*:
'
の
.蓄
積
は
餘
々
.た
げ
ど
*

も
、
二
ー
百
艽
十
年
呤
間
亡
は
、
鑛
の
上
に
長
.足
：
の
進
！
^y

爲

ず

可

き

嵆

な

る

.に
事
實
に
於
い
て
一
然 

-

V」

.

每

、細
ク

V

經
濟

S
#

:

歡
逢
れ
石
と

i

を
論
じ

1

.

(「

全

集」

第
鼠
卷
ー
ハ

1

ゴ

七L

八

頁)

、
次

，
；

S

で：「

抑

も

.
理

財

Q
:

要
は
ハ
0 

4

霞

像
^

^

薇

赋

の
”
ヵ
と
に̂

^

ぬ
;̂

て
.
、
>
此
2 .
•

_

.

梵
レ
.& ;
^

得

，
て
、
2 :
.
畋
柑
^ !
]

'
し
、̂

に
相
乎
均
じ
ゼ
、
始
め

び
^

*
■

泠
經
濟
驗
 

一
 

三M

 

, 

' 

V

C 

豪

〉

V
.
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i
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i
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i
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l
 

c
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三
.：3

“

'

^

#

^
t̂'
Q

成
^
^
&
敦̂
'

亦
.赛
^:

fio 
.
.若
.じ
然 
<
.
0
.
ず
.し
.
.て
.：

；| 

方
^

備
'し
、<
.
.敢
爲
：.0;
働
&'
..く 
し
“
て
.節
檢̂

*

.と
ず
«

ぱ
、.
其
の
.弊
や
«

"
 

擊

嗇

ぬ
&

り
'
.
節
儉
の
©:

墓
心
.れ
セ
：.響

0

働
を
堤
ふ
す
れ
哄
，#

0:

弊

：や

賸

費

亂

用

と

爲

灰

'>

何
れ
も
理
財
の
姿
に
背
べ
も
の
：
 

^

^

^』
-
:然
る
£

则
段
控
其
べ
る
が
如
ぐ
？.全
«

の
.人
を
蓄
稹
#

と
.費

散

者

：と

空

，

}
植

族̂

區

分

：し

實

。
：
蓉

 

は
>

#

の
植
寥
體
の
品
行
広
於
い
て
、
於
ず

一 .:

方
に
偏
し
、
电
0:

截
«

に
^

#

敏
强
00
:
.元
_

を

有

す

る

も

、
：，
敢

爲

の

働

を

失

し

：
て
ー
、 

蓄

.の
蒙
剧
ら
玄
る
だ
得
ず
、

(

中
略〕

"
宙
來
我
が
嘲
理
財
の
有
樣
を
魯
忙
ノ
瘦«

レ
1:

事
釔
爲
す
者
ぼ
：常
に
士
族
以
上
洽#

の
.：
 

流
な
.
&

0、政
府
"
に

て

土

木

の

土

：
を

典

^

、̂

武
'の
*

を
'企
づ
る
は
勿
論
，
齟
て
世
界
に.て
：書

を

睛

み
、

^

^

き

、.或

ひ

は

備

流

：を
樂
む

.等

其
0'
_

ば

有

用̂:
て
^

^
用
.̂
て
.％
1
身

の

衣

食.を

謀
.る
。
の

外

に̂
^
を

設

け

，
て

人

坐
0
稍

_や

高

尙

な 

る
部
分
め
心
.を
用

ゅ

：る

者

呔
#

ず
士
族
以
上」
に
限
か
、、.其
の
_

も
自
が
ら
.顆
鐵
活
«

;̂
し
て
敢
て
爲
す
，の
氣
カ
岭
芝
し

.か
ら
ず
、 

.實
に
我
が
文
明
.の
极
本
と
稱
ず
可
き
も
め
な
れ
ど
も
、
唯
だ
.如
何
せ
4>
，
，理
財
の
ぺ
て
事
に
著

.

て̂
&

、”
數
千
亩
苹
の
勢
^
從
;̂
、
：
、
^

る
•を
^

つ
て
、
入
る
5:
.知
6:
ず
、
‘散
ず
る
'を
知
つ
.て
、，
積
む
を
知
ら
ず
で
荷
る
物
を
費
す
を
知
0.
^

、
無
^

な
れ
ば
、'
其
の
際
.疙

巢

€>
浪
費
亂
用
の
弊
を
免
が
る
可
ら
^

タ
加
之
，
因
襲
.の
_久
じ
.き
、
«

に

—
艱

の

風 

る

は

士

翁-~
7

の
都
に.非
:̂

と
.し
.て
、
：，
;̂
;̂
を

知

ら.ざ

る

を

耻

と̂
.ざ

备

の

み

な.ら

ず

、

却
つ'て

之

れ

を

耻

：と

爲

し

し

た

、

「

又

、
_
一

 

方
ょ 

ゎ
翁
商
以
卞
被
治
考
ひ
稱
族
を
見
れ
ば
、
上
流
ひ
種
族
に
銳
し
て
明
が
に
分
界
を
酿
上
、
.
恰
も
別
：'に
ー
、場
'の
下
界
を
開
い
て
、
'
人
情
風 

俗
を
殊
^

し
、，他
の
制
御
を
蒙
り
*
他
の
輕
侮
を
受
け
、
言
ふ
.に
稱
呼
を
興
：に
し
、.
坐
ず
、る
に
：席
$:
:

別
^

じ
、
衣
服
：に
>̂
:
'加
服
：ぁ
リ
、：

.ぞ
他
を
顧
み
る
に
遑
：あ
ら
ん
。
廉
恥
功
名
心
ふ
は
身
を
拂
つ
そ
識
き
果
て
V

叉
、
.
.文
學
技
藝
等M

志
す
可
ぎ
餘
地
を
遺
：さ
ず
。
唯
だ
上 

命
に
從
.つ
て
政
府0

費
用
を
供
す
る
の
み
.に
.て
‘、
身
.心
共
に
束
縛
を
蒙
る
冬
の
と
沄
ふ
可
し
？
然
り
.と
雖
も
、
人
類
.

Q
天
性
に
於
.い
：で
‘ 

心
の
.慟
は
何
橼
の
.

f
用
ゆ
る
も
、
全
ぐ
之
れ
.?
:
腿
£

顚
す
可
|

:
の
杧
，非

ず

。
：
：
何

れ

に

，が

間

_

を
求
め
：て
、
僅

か

に

漏

城

Q
0
0 

6

ざ
^

は
な
b
o 

;
今
い
此
の
百
姓
^

^

め̂
#

5>
も
«|
退
©

ょ
#

^
自
|

か
と
^

も
、
^

^
を
蓄
稹
し
て
窘
營
む
(?
>
,
.
1
事
比
於
い 

，て
は
.
' 其
の
心
の
働
，̂

ず
：可
ぎ
路
£

開
^

之

れ

.£
妨
ぐ
.る
卷
^

少
な
^

。：是
に
於
て
乎
")

稍
や
氣
カ
.あ
る
者
ぼ
蓄
財M

,

心
を
盡
. 

1>
て
午
辛
离
苦
を
f

.ず
"
旅
f

 

:
强
1,
て
_

ガ
33
:
靠
の
富
を
_

者
.な
ぎ
紀
非
|

^
さ
れ
ど
.も
.元
と
此
0
輩

は

唯

だ

富

を

欲

し

，て
赏 

を
致
し
^

各
#

に
，.て
：、

他̂
思
す
：所
あ
各
に
f

 

0
:
*
を
：求
む
苓
は
他
0

&
的

を

達

ず

、
る

镔

め

，
の

1

忙

非

ず

し.て
、

芷
'
に

是

れ

坐

涯 

無
.
H
cd
目
的
な
慕
如
し
。
敌
忆
A
間
.世

坭

、
，富̂
外

に

貴

與

可|

'
の
な
：;;
^

胄
を
^

つ
ゼ
豸̂

^

き
も
の
な
し
^
斯
く
て
被
治
霍 

流
.の
節
儉
勉
强
は
：其
：の
形
：を
改
め
て
食
慾
吝
嗇
と
爲
少
、
治
者
流
の
活
潑
敢
爲
は
其
の
性
を
變
じ
て
浪
費
亂
用
と
爲
.つ
て
、
共
に
现
財 

.め
用
に
適
せ
ず
1

て
令
'-
0

に
.至
.つ
た
の
で
あ
^

o

「

#

t
我
亦
日
本
，
^

;な
り
と
表
ふ
と
f

、

.天

然

の

產

物

泛

し
含
に
非

ず

？

況
ん
：や 

農

耕

の

，ー
：
事

に

於

ぃ

)

て
ほ
世
界
莴
國
に
對
し
で
誇
：る
可
き
も
め
多
き
凌
や
0

決

じ

て

之

れ.を

天

然0
貧
國
と
袞
ふ
可
ら
.ず
。(

中
略)

。然 

:る
に
今
日
め
贺
檄
.に
.セ
：全
國
の
資
激
る
は
何
ぞ
や
、
必
意
財
わ
.这
必
き
#

非
ず
、.
：其

の

財

を

璉

す
.る
.の
#

カ
に
乏
{>
き
な
り
、
、共
の
智
，

1
^

:

の
初
め.ょ
.り
今
日
に
產
名
ま
；で
、
来
だ
之

^

に
湘
*

す̂

: #
- #

ヵ
| €

逢
は
.
ざ
ー
る
も
ゎ
と$

可
.き
.
で
：：あ
る0
;
而
ム
て
福
澤
先
生
は 

^

^

谦
^

^

ら
机
炎
る
膚
カ
を
調
和
し
て
ニ
と
な
し
、
實
際
の
用
に

_

せ
し
む
る
を
以
つ
て
我
が
國
經
濟
界
の
急
務

:̂

觀
た
の
で
あ
る
。 

f
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吞
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梅
樹
，谗
里
及
ぴ
鼷
择
先
生
：の
經
.濟
論 

三
A

ハ
三
八)

■

ニ 1
,

八 i
:
m
)
：一 :

頁)

o

:;

-'
V

-

.

:

:•
•:
■
':

.
:.■
:-
:

.

;

斯

く

て

洗

生

：は

爾

後

、

.；
長

く
'
我

が
H

本
.國
：の

實

業

が

「

學
苕
士
君
子
し
の
：爲

め

.

.に

.度

外 

4

ベ
;.
*
:其
の
潑
逮
爾
乂
衣
る
を
歎
じ
、

-M
し
て
之
れ
を
進
め
ん
と
.し
た
戽
ら
ば
、
.必

ず

文

明

の

敎

育

を

經

：た
：る

.

「

士
流
襻
者」

に
被
卿
せ
：
 

ざ
る
.可
ら
：ず

と

做

す
.の
議
論
を
提
唱
：し
た
の
み
歎
ら
ホ
、
*

多
慶
應
義
塾
社
中
の
俊
秀
を
實
業
界
に
•入
ら
し
め
た
.の
.
.で
あ
.る
。.

「

聲
#
士 

君
子」

-i
t
:び
、.

「

士
流
學
者

」

と
袞
ひ
.
.、'
其
の
名
は
頗
る
美
で
あ
る
が
、
#

は
.文
明
.の

激

敎

育

を

受

け

た

貧

乏

：士
族
を

:1
>
て
->
町

人

階

： 

級
の
：手
に

蒂

積

せ
.ち
れ
た
る
富
を
大
膽
に
使
用
せ
し
め
て
、
.
以
つ
て
歐
米
資
本
.主
義
.
.の
，侵
_略
收
對
抗
し
、

:0
木

：の

其

れ

を

發

德

せ

し

め 

ル
と
す
'̂

も
の
：は
實
に
福
澤
先
生
の
意
圖
，で
あ
つ
た
の
：で
あ
る
:0

:
. 

::
.
.
.

,
先
生
を
以
<>
:て
-觀
れ
：ぱ
、.
當
時
の
日
本
商
人
は
"

外
國
.の
品
物
を
買
ふ
に
其
の
來
，る
處
を
知
ら
ず
、
自
國
の
物
を
»

る
に
其
の

17
.く 

處
を
知
ら

.求

し

セ

，
、

共

の

.取
：次
を
橫
濱
神
戶
の
居
贺
外
人
に
仰
が
な
け
れ
ば
故
ぢ
な
か
つ
た
。.：
此

の

仲

買

の

徒

を

間

港

場

が

ら

打

.ち

拂 

ふ
に
非
ざ
れ
ば
、
日
本
の
商
寶
は
到
底
隆
盛
に
赴
ぐ
の
.見
込
な
#
.
.の.理
は
.潘
だ
卿
か
で
あ
.る
が
，
：
當

時

の

狀

態

て

は

直

貿

易

.の
前
途 

ゆ
尙
ほ
遼
遠
で
あ
り
、
當
時
の
學
問
’の
有
様
で
は
、
外
國
人
と
の
交
通
も
不
自
出
で
あ
>

、へ
共
の
帳
合
の
'法
も
解
.1
.
難
い
：_も
の
.が
.多
い
。 

先
坐
日
く
，「

劍
を
以
つ
て
戰
ふ
の
時
代
に
は
、
劍
術
を
學
ば
ざ
れ
ば
.、
：.戰
場
.に
向
：奋
可
ち
ず
:°
商
賣
を
以
.つ
て
戰
ふ
0
時
代
に
ば
、
商 

.法
を
硏
究
せ
ざ
れ
ば
、
.外
國
人
に
敵
對
す
可
ら

ず

。
，

苟
も
商
人
と
-L
.
て
.內
外
：.の
®

を
f

つ

牵

國

；の

商

戰

に
f

罾
く
る
も
の
は
勉
む 

る
所
.な
か
る
可
.か
ち
ず」

。
と
斯
く
て
先
生
.は
又
、.
_

禮
、
常
田
鐵
之
助
等
が
京
橋
木
挽
町
，.に
設
立
せ
る
商
法
講
習
所(

現
時
：

Q

束
商 

京

科

大

學

，の
：
萠

芽

)

の計
！
！

に

賛

し■、
.明

治

七.平

十1

•
.月
，1.

-I
H

、
自
ら
：筆

を

執

つ

て

其

の

趣

意

書

を

起

草

甘

ち

れ

た

•の
.で

あ

る

。

其
の

全
文
^
明
治
一

1,

壬

^

版
木
村
1

者
.「

森
先
坐
'傅」

並
び
に
前
揭「

傳
記
；

」

；第
ニ
卷
^

五
_

::
1

ハ
貝
に
登
載
せ
ら
れ
て
ゐ
今
.

-■ 

. 

. 

-
V
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-

〕

^

^
-̂
生
は
^

し
て
‘

民
性
を
認
め
ず
、
又
ハ
國
民
的
利
益
を
考
察
す
る
之
と
^

き
世
‘报
主
義
^

で
は
な
か
つ
た
;'
0

又
、
先
坐
は
、
 

坪
濟
内
输
連
が
寺
|1
1
1と
空
間
と
を
超
絶
す
る
も
の
と
做
す
，永
久
主
義
及
び
背
遍
主
義
の
誤
謬
に
格
.る
も
の
で
は
な
か
つ
た
。.
先
生
は 

「

經
濟C

'1
^

は
頗
る
入
り
組
み
た
る
も
り
に
て
、之
れ
を
了
解
す
る
こ
と
遊
だ
易
か
ぢ
ず
、
各
獨
の
事
態
.時
狀
に
®

つ
；て
一
'樣
な
る
も

 

め
に
非
ざ
れ
技
、
西

洋

經

濟

論

を

以

，つ
て
直
ち
把
我
が
：國

.に
施
す
可
ら
ざ
る
は
固
.ょ

:*
}
論
を
俟
た
：ず」

.と
思
惟
し
た
.
o (

前
揭 

「

文

明

論

之

槪

「

全
集
-

i 
ニ
ー 

〇

系

。

洗
生
は
、
：國
民
全
體
の
.潑
達
.に
適
應
す
る
:̂
の
は
獨
り
各
人
を
し
て
自
由
に
其
の
利
益
、
 

.を
追
來
す
る
を
得
せ
ん
む
る
杧
在
る
と
做
ず
-個
人
注
難
者
で
は
な
如
つ
知
。
洗
坐
.は
.;-
-
»各
國
交
際
は
天
地
の
公
遒
：に
塞
名
た
る
も
の
な
，
 

丨
ノ
^
ャ
し
名
相
«

す
る
：の
趣
意
に
非
ざ
れ
ば
、
自
：

5

に
貿
易
し
、
;s
ri
3
:に
往
來
し
、
_

た
天
然
.に
任
ず
可
き
の
み」

.沄
A
と
'主
張
す
. 

^
學
者
の
所
說
玄
擧
计
て
之
れ
を
反
駿
し
た
。(

同
ニ
五 

一
0

。

先
坐
は
人
類
と
個
人
と
の
間
に
國
家
ぁ
る
こ
と
を
認
め
た
0「

今
我
が 

日
本
の
諸
.港

：に

西

详

各

國
..
..
.
<
0船
艦
女
泊
し
、
陸
上
に
は
洪
太
激
る
商
館
を
搏
て
、
'
谋

.0
有
_

は
殆
ん
ど
西
洋
諸
國
の
港
’に
異
な
ら
ず
、

■ 

盛
ん
な
0

と
一
石
ふ
可
し
0」

然
る
把
事
现
.に
暗
き
愚
人
は
此
(6
盛
.ん
な
る
有
鐵
友
目
擊
し
て
>

‘今
や
五
洲
の
人
民
、
我
が
國
法
の
寬
大
な 

洛

-$
:
慕
ひ
、
.爭
今
て
皇
國
：に
幅
湊
せ
ざ
る
は
念
し
、
我
が
貿
易
の
日
に
盛
：に
：

P
.

て
、
：#

が

文

明

：の

月

に

進

む

：は

諸

港

の

有

録

を

ー

德

し 

て
，知
る
可
し
'&
ぶ
^
.て
得
色
を
爲
す
者
な
き
に
非
ず
、
'大
な(

る
誤
解
な
ら
^

や
ャ
外
國
人
は
皇
國
に
幅
湊
し
た
る
に
非
ず
、
其
の
皇
國 

の
茶
と
絹
糸
>.

杧
輻
湊
1

た
る
な
り
フ
諸
港
の
盛
ん
な
る
は
文
明
.の
物
に
相
逄
啟
し
上
雖
も
.、'
港
.の
醋
は
外
國
の
船
な
り
、
降
の
商
館
ゝ

梅
阖
、萬
蛊
及
：びー1
澤
先
生
の
經
濟
論 

：

11:;;

九
，

ユ

：力
し



V 

. 

.
»
園
.
、
I

 及
^

福
^
先
承
 

I

濟

输

：

:
'
:四
0
::
<

§

〕

：：

.
t t

外
國
火
め#

^

&

、■
栽
^

^

女

：明
；に

は

少

も

も

覆

ず

名

も

^

に
_

ず
.
0 

$

:

.
は

系

凝

摩

の.
山
師
が
外
顧
み
の^ ̂

i

て
£

.
國

中

杧

を

：
^

^

1

*
雜
の
：所
得
を
ば*

ズ
1 ?
/:
'

金
主
：の
刹
益f t
«

V Lて
：：、，：

商

賣

繁■

のM

暴

を

承

す̂

於
あ̂

、.ハ
或.ひ
^

 

_

忆
金
：
^

^

^

て
、
：
共
. 0

焱
釔
取
つ
て
外
國
ょ
.り

物
:?
:

質
入
れ
、
興
の
物
を
蔺
内
祀
排
列

^

て
、
.
文
明
；

Q

觀
を
爲
す
も
：の
あ
り
、
石 

.#

vv
>

鐵

橋

、
船

艦”
鐘
一
の
類
是
れ

：

散

見
' 

我
が
.日
尜
#

遙

め

生

證

非

ず.
^
て
、
輿
の
寄
贺
地
法
衣
ふ
^

きe
:

み
0

.
結
局
"

此)

の

. 

. 

.

.
:
ノ
 

■ 

'

■

;
 

;

渝

鹫

冷

景

氣.■
>
此
の
裔

0
蟹

、
：國

の

貴

を

招

扒

そ

、

.永

杳

年_月
の
；後
杞
は
、
：：必
ず
自
國
め
獨
立
を
養
す
可
き
ネ
の
な
.
0%
バ

一

宄 f
 

ニ
s
:
s:;
o
。
- 

.

.

.
/
V
. 

•
 

.

.

,
:
.
-
:
へ
：
-

■,
'
し
-,

.

. 

■
 

■■. 

.

r
fe
襻
先
生
が
姻
治
十
年
冬
及
び
同
*

#

夏

に

公

杧

せ

ら

れ

た

も

：や

に

「：

民

間

經

濟

錄

」

：
：.が?>
る
0(

吾
人
は
今
、
此
の
十
五
六
歲
乃 

.至
屮
/\
:九
歲
め
少
哔
少
女
^

^
中
に
遛
き
.
<趙
搞
せ
：ら
れ
，.た「

る

輕

儒

嘗

セ

就

い

：：て
、

咣

生

：の
經

»

學

說

否

深

^

^

論

ぜ

ん

と

す

る 

も

，の
：
で‘は
尨
い
0
,物
の
«

を
^

れ
:.
|
::#
る
に
要
ず
る
平
.̂
的
勞
-«
骨
折
い
に
歸
し
、(

1

#

 一
 

_
丨

「

含

し

»

四
卷
ー
：ー

|
六

八

頁)

、 

#

^
の
.高

下

を

供

裔

及

，び

需

遭

に

求

.め
た
る
が
加
き
：.，

(

同
.
'三
八
九
1
.三
^

リ
カ
，t

F
オ
•
マ
カ
ド
ッ
ク
流
の
經
濟
學
說

を

.

傅
へ 

^
.
.る
;̂
#

く
^

あ
，る
が
、

_而

も

先

生

，
.
は

「

人

間

萬̂

金Q
世
の
中
と
は
今
の
世
.界
.

g'

有
様
に
て
、
‘國
財
に
殳
し
け
れ
ば
、
國
權
も
亦
、

-

立

龙

ず

、
，
國

橄

立

，

.た

ざ
.̂
ば
、
^

总
の
利
も
亦
、
得
可
か
ら
ず
。
余
犟
は
固
ょ
り
戰
を
好
む
容
に
非
ず
、
.勉

め

.て

之

れ

を

避

け

ん

と

こ 

そ

顿

ふ■豐

れ

ぶ

も

、
，
外

國

に

對

し

プ

我

ガ

.:
«

易
:.
<
7
>
«
女

保
_

す

.る

丈

け

の

用

意

社

な

か

石

可

ら

ず

o

即

ち

此

の

用

意

.の

爲

め

に

國

財 

を
费
す
は
貿
！4
の
利
を
收
獲
す
る
爲
め
の
資
本
金
に
し
て
芷
し
く
財
を
散
じ
て
、
隨
つ
て
又
、
之
れ
を
集
む
る
の
主
義
を
知
る
可
しj 

.と
說
く
に
於
い
て
、
.鋭
意
な
る
重
商
主
義
者
の
'1

面
；.を
有
す
る
も
の
で
あ
つ
た

o(

同
四
五
五
頁)

0

• 

g

澤
先
生
は「

寒
族
°
1

小
民」

；.を
祖
先
^

し
、
.
敎
養
，あ
.る
下
.士
を
父
祖
と
し
て
生
れ
た
0:
先
生
は
封

肆
'
の
門
閥
制

度
.
を
以
.つ
て 

'「

親
の
#j

と
呼
ん
だd

c
r

福
翁
自
傅」

—

「

全
集
：

J

第
：七
卷
1ー.一
〇
四
茛〕

。
今
や
身
命
的
^
級
議
は
破
壤
せ
ら
れ
だ
-0
'

.
然
し
^

が
ら「

封 

:建

：
の

時

代

：に

土

族

.と
_

筠
.と
尊
淨
を
區
別
し
#

る
.其
の
璩
別
ほ
維
新
め
社
會
^

變
形
し
て
、
|
官
鲛
民
卑
の
區
別
を
坐
じ」

た
，(

「
時
事 

論
集J

:

第U

卷
、
經
濟
篇
、「

尙
商
龙

國

論

「

釜
集
一
九
卷
一' 六
七
®

。
、
先

挫

は

此

の

官

尊

民

#

の
風
を
破
^V

、

眞
の
腐H

國
を 

戏
杯
»

に
建
設
.せ
ん
と
む
授
;'
°

先
坐
は
之
れ
が
爲
め
忙
赞
甯
の
不
帝
等
を
坐
ず
各
は
已
赴
を
得
«

る
も
：の
ど
考
へ
た
。
先
坐
は
、
銷
國 

の
峙
代
を
逛
つ
て
、
断
國
办
.

：に

出

づ

れ

ば

、

武

國

の

爲

め

(€
實

象
.：の
必
要.な
各
は
軍
隊
の
必
耍
な
石
が
如
く
で
あ
つ
て
、
軍
隊
故
英 

士
を
集
め
r e

、
.之
：れ
.を
指
.揮
.灰

富
豪
は
資
本
.夺
.集
め
^

、

.之
れ
4

運
轉
し
、

.

此
ハ
に
國
權
を
保
^

し
、
又
發
揚す
る
の
双
ホ
で
あ
る
と 

督

た

ガ

同

、
富
豪
：の
要
抛
-

^
1九
艽
頁
0̂
.
:
:
へ
ぃ

 

 ̂

:

、
.
一：

」

.

.「 g
l

:

戈
明
國
の
事
愦
を
二

.：：

見
ず
れ
ぼ
、
人
生
の
疖
_

货
び
、

:

其
心
向
等
同
權
を
霄
ん
匕
で
文
物
燦
然
と
し
て
誠

| €

文

明
( 6

名
に
違 

I

苓
が
妯
:<
>

な
れ
ど
卷7'
>

其
の
：
f

發
達
：の
極
澈
貧
富
の
：不
乎
均
を
坐

it

て
、

兮
の.手
殺
.尨
く
 

V
 

i

は
益
^

贫H

陷 

嗲

、.
富
^

は
愈̂

嘗
を
«

み
、
：
名
と
；そ

都

べ

セ
- 1
|1
|

1
め
览
敖
れ
、
其
：
<7
)
.
實
.は
政
满
蹲
制
時
代- 0
^

#

^

被
治
胬
と§

關
- «

椟
異
な
ら
ず
、 

.K
、
,

各
國
浓
に
利
齊
を
興
忆
多
て

 

>
 
權
を
浄
ひ
ノ
此
の
權
_

を
舞
る
把
最
終
め
方
便
倣
_

龙
览̂

あ

る
-<
?
>
.み
：€

て
.
ハ
兵

を

增- L

、
武 

器
.を

作

：欠#

冷

益̂
.
際

限

於

る

：こ

と

孩

总

拟

上

：
の
：事

愤

は

固

ょ

り

育

千

年

.
0
.後

ま̂

持

鑛̂

>

る

發
.和
ど
も
：
>

:

.

#找
铽
と
そ
:>
.
今
.の
.人
.事
€

實
靡
に
於̂

梅 
_

:

i

§

s

3 b
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梅
園
ー
、
萬
1 «

:及
.が
靡
櫸
先
：生,©
經
擠
諭
.
.

四
ニ 

(

四
'
一

I
)

ば
、
.：幽
^

#

^

.の.混
亂
慘
狀
を
賈
ふ
に
足
る
可
.含
の
：：み
。
：
或.a
は
：其

備

そ

無

益
.散

り

と

：
し
セ
：、

之

れ

を

#-
♦

ん
■か
、/
國
カ
忽
ち
微
.に
し

H

•
弱
肉
愛
の
奇
禍
欠
免
れ
難
し
：。
故
に
文
朋
世
界
ノ
今
日
の
瀋
態
灾
評
す
れ
巧
到
底
行
く
可
ら
ざ
る
免
道
を
行
き
だ
が
ら
、
.
一
步

を

退

く

可

：ら

ず

、
：：後

世

子

孫

の

斯

は

唯

だ

天

命

把

葙

:̂
必
し
て
眞
1
:文
字
长
進
衍
す
る
も
の
.と
去
：ふ
可
^

。(

.同

1
.'九
ニ
上

坐
は
、
.斯

ぐ

の

如

含

極

め

て

暗

一

不

多

き

言

說

を

以

o

て
明
治
エ
：十

五

雖

」

客

頁
4

:ハ

旧

ょ:̂
十

八

白

に

宜

：
つ
：
て

>

「

時

事

新

報

登
載
せ
ら
れ
た
る
共
の
：

「：
甯
豪
の，

耍
用
.
J
-.
Q

筆
を
始
めP

'

屈
ら
：れ
名
の̂

ぁ
名
が
、
、：而
も.
£國
の
外
に
國
な
く
、
桃
源
深':
X

餓
し
.
て
、

-

人
の
-來

る
^

%
1_
.'
:
'な
'き

鑛

國

：の
：狀

態

金

脫

し

て

.、

.I

朝
國
を
糊
き
た
る
後
に
於
い
て
は
、
へ
貧
官
不
平
物
の
苦
情
枕
斷
じ
て
之
れ
を
135
C
ふ

可
き
で
‘は
^V

、
«
家
商
戰
の
衝
に
當
る
者
は
富
豪
の
外
に
求
む
可
ら
ざ
れ
ば
、
其
の
富
の
益
.々
結
合
し
て
、
其
の
數
の
益
々
多
か
ら

ん
こ
と
を
論
結
せ
^

れ
た
に
.響
な
か
つ
だ
o(

同

1

九
四
、
ニ
：0
頁〕

？

：
：
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；
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.

明

治

政

府

は

其

の

：財

府

盤

理

の

必

要

；上

ょ

り

し

て

、

十

S
年
十
-f

月

、.，
官

營H

場

挪

下

の

方

針

を

決

定

し

、

十

四

苹

四

月

、
.
新

設

農

商
.称
省
は
.

「

凡
ぞ
農
商H

獎

勵

の

事

に

於

い

て

は

、
官

或

ひ

ほ

之

れ

.卒

先

し

、
で
其
の
事

*

を
開
設
■し
、
或
ひ
は
其
の
實
利
を
指
示
す
る

等

、
：
從

來

植

々
.の
方

法̂

渉

り

て

之

れ

を

誘

導

せ

し

と

雖

も

，、
今

や

事

業

漸

く

開

け

、

.人
々
自
ら
.奮
て
之
れ
に
：從
事
す
る
の
寺
に
至
つ

て
は
、
人
民
を
し
て
依
賴
す
る：

の
思
念
を
脫
U

、
益
々
其
の
：自
粲
0
氣
象
を
_

張
せ
し
め
ざ
る
可
&

ず」

.萁
々
：i
府
縣
に
論
告
し
た
。.

峯

の

，
拂

下

げ

は

民

間

■

に

對u

i

大
‘な
る
刺
激
を
與
へ
た0
蛰

_

は
明
治̂

八
年
九
月
,|

十
；
五

日

及

び

六

日

の

§

新

報
h

に
於
い
.て

「

封
建
.時
代
フ
日
.本
國
中
の
.諸
政
府
が
領
M

の
商
質
に
午
渉
し
、
.又
、.
其
の
.政
府
が
自
ら
商
業
5:
:
.營
み
::
.
>
'以
づ
て
人
思

の
迷
惑
を
成
し
た
る
が
如
.̂
-
.
#風
は
紙
新
以
來
、
'漸
く
廢
し
、
現
今
、
政
府
の
製
造
所
の
如
き
も
其
の
些
細
の
.部
分
よ
り
次
第
々
々
に

■八

民

；
へ
^

す

：の#

な
る
は
誠
に
視
す
可
き
事

」

■で

あ

る

と

做

し

て

ゐ

，
る

'0

拜
借
論」

|

同

四〗

ー
一
頁

)

o

然
し
#

が
ら
、
政
府
は
幾
多

.
倉
‘
營
業
の
都
下
を
行
ひ
、
直
詧
主
韻
を
拋
棄
す
る
の
已
む
な
き

^

至
_っ
た
.
が

、
：
而

：も

各

種

民

間

：
の
：事

業

に

對

し

て

多

_大

な

る

保

謹

を 

.

行
.っ
：衣

。

：

而
し‘
て
，「

事
を
好
む
者
妨
樣‘
々
め
新
エ
風
を
奉
り
て
、
政
，府
の
力
を
.乞
ひ
、.
或
ひ
は
直
.ち
に
之
机
を
官
の
事
に
歸
せ
ざ
る
も 

表
.面

を

宴

，にb

v

杓
實
、
.官
の
助
力
を
仰
が
ん
と
ず
る
者

」

が
多
.か
.っ
.た

。

彼
：れ

等

は

、

.
政
府
若
し
公
共.
の
，
利
'益

を

重

ん

ず

る

の

意 

あ
ら
.ば
、「

.特
，別
に
今
度
の
拜
借
を
許
し
給
へ

」

と
懇
願
し
たo(

同
四
三
頁)

。
.

先
生
は
、
此
の
拜
借
金
の
慣
行
を
廢
止
せ
ん
こ
と
を
希 

望
.し
.
て
已
ま
な
か
っ
た
。
而
し

て
..

先
生
は
、
凰.に
日
本
國
民
の.
資
力
に
：叶
は
ざ
：る
有
刹
有
益
の
大
事
業
が
あ
.
っ

た

な

ら

，ば

、

憚

る

所

な 

く
、：
斷
然
政
府
S

:

手

に

引

受

け

、

直

接

に

施

行

し

て

妨

げ

な

，き

，

f

の
と
信
じ
た
。

c

同
四
三
頁
}

。
先
生
は
‘

自
力
奮
W

し

て

海

外

..に
飛 

躍
せ
.ん
と
す
る
我
が|
|
立
の
.商
人
が
、
政
府
ょ'1
)
-
,の
.
拜
借
保
護
忆
依
る_

商
，の
出
現
金
恐
れ
て
、
其
の
發
奮
の
氣
勢
を
害
せ
ら
る
-1

を 

一
 

見
た
。

(

同
四
六
頁)

。
先
坐
は
我
が
：商
エ
業
が
獨
立
の
_
1
;路
.を
迪
.っ
.
て
、
自
利
々
他0
1

義
を
達
せ
ん
こ
と
を
冀
つ
た
。

.
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.
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.

我
が
^

本
主
義
發
達
の
基
礎
は
明
治
1
.
.ー十
七
年
:0
淸
戰
爭
に
至
.る

間

忆

於

い

：て

殆

ん

ど

其

の

準

備

エ

業

を

了

し

た

0
.
我

が

商

エ

業

者 

は
此
の
簡
忆於
.： S;

て
次
第
に
其
の
地
歩
を
築
い
た
。
前
項
所
述
の
如
く
曾
っ
て
內
地
雜
居
に
對
b

て
反
對
で
あ
.っ
た
福
澤
先
生
.は
、
明 

治U

十
苹
前
後
.か
ら
し
て
■

「

時
事
新
報」

紙
上
に
於
い
て
大
に
雜
居
論
を
主
張
せ
ら
れ
だ
o(「

傳
記」

第
二
卷U

i

ニ
六
頁)

。
' 先
坐
は
明 

治

ニ

十

六

年

拽

月

其
0
著
，「

實
業
論」

の
序
文
に
於
い
て
、r.

近
年
は
商
工
業
に
も
稍
や
活
氣
を
催
し
、
外
國
の
貿
易
'

內
國
の
製
造
、
 

着
.々

步
、を
進
め
'て
、
.年
1
.年
.に
面
：目
を.新

に
:1
>
、
；
前
途
將
ヾ
^
^
^

‘ 

梅
園
、
寓.里
及
ぴ_
掙
先
生
：の
經
濟
餘

 

四

三

c

四

三〕

■

 

-

'

:
-

•

 

.

 

.

 

.

 

.

 

.

.

 

.

 

..

.
 

■

-

.

 

.

.

.



_

_
、i

典
び
m

i

 

. 

0

0

八
内
陴)

ず
も
の
气
唐
い
て
居
ら
れ
る
づ
垒
集^ -
第
四
卷
四̂

九

頁

^

斯

ぐ

の

如

き

時

代

は

,

の

ー

廳

を

帶

ば
:1
>
:
.め

た0

,
-
.'

:

で
：
-
'y
.
'
'
:
.
く

'

.

.先
坐
は
、
_

の
士
族
か
，
然
6>
-
:ざ
れ
ぱ
他
族
の
士
化
し
た
る
國
民
中
の
粹
た
る
後
進
生
が
、
他
0

地
位
0

充
滿
に
电
つ
て
、
其
の
. 

g

を1.

轉
し
-T
I
貪

業

社

會

.に

走

れ

石

を

以

つ

て

.「

實

業

：の

春

色

囊
0

徵」

_で
ぁ
.る
.と
認
め
'た
。(

同

四1

八
t

九
頁)

。

先
坐
は
世 

運
漸
く
雄
涉
し
、
’
i

社
會
め
商
目
次
第
に
改
り
、
天
卞
の
人
心
フ
皆
、
外
國
賀
易
に
重
き
を
置
ぐ
杧
至
づ
て
初
め
て
&
由
貿
易
論
聚 

公
に
せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
。(
同

四

五

四

丨

，五

员

)

。
否
、
會
つ
て
文
久
年
間
の
作「

廚
人
往
來」

に
於
い
て
自
凼
@[
易
を
主
張
し
、
先
進 

文
明
國
各
'の

觸

接

に

ょ

つ

そ

：、
角

國

：の

_

.
を

刺

激

し

改

良

せ

：
ん

；
こ

.と
‘を
企
圓
せ
&
れ
た
先
生
は
先
逝
資
本
萊
義
國
の
厮
ヵ
益
々
犬
な 

名
を
感
ず
名
杧
及
ん
戈
>
阈
民
生
義
を
强
調
し
.て
、
茛
天
な
る
寶
本
を
擁
し
、
，治
外
法
權
を
.享
有
し
re
、
：#
虐
を
極
め
、
多
太
.の
刺
益
. 

バ
を

獲

雙

や
|

る

外

商

に

對

抗

ず

る

の

：道

を

_

ぜ

ん

セ
-1
.
た
.。.：
然

る

に

今

や

我

が

國

は

贊

業

敎

育

ぞ

成

り

、
：資

本

主

：義

的

生

產

齟 

織

べ
0

1

エ

麻

に

成

ら.ん

士

す

：る

及

ん

で

、

#

#

1

1

篇̂

論

を

強

調

も

で

、
：無

漏

圓

滿

'な
.る
福
刺
.に
到
緯
せ
.ん
，と
卷
圖
せ
ら
れ

た
：の
，富

;る
^
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政
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實

槳

酿

會

ぬ

對

し

：て

如

何

ず

可

：き
や
と
一

K
:

ふ̂

、
.唯

だ 

の
分
限
を
守
り
、
：
其
の
職
分
に.於
^

て
藤
む
.
可
.き
限
办
を
務
め.て
、
：
分

外

に

，
逸

す

る

こ

^

な

く

、
：
商
»

エ

業.
の
事
に
關
.し

て

：は

、

大

自 

凼
、
大
*

祐
を
.許
し
セ
、之
れ
に
ー
，住
し
、
侖

淳

の

讓

に

尾
1 >)

て
、
：
政
府
も
共
に
遲
動
す
可
：き
：

§

、

從

前

：
の

說

諭

法

.、

モ

渉

法

の

：
如 

き
は
一
-
切
之
れ
を
繁
ず
J

i

o

v

c同
四
1

$

裒
^

&

>

て

先

生

は

、
.
士
族
政
府
0

中
に
商
寰
風
の
婆
素
を
注
入
し
、
遂
に
：は
之
れ
.を

商
化
し
て
、
所
謂
"
尙
商
立
國
の
時
■節
の
到
來
す
る
も
亦

、
決

し

て

遠

き

.に

非

ず

と

信

じ

た

。

(

同

四

三

ニ

頁

)

。

先
生
は
輸
出
入
銃
計
-f
c 

t

し
て
、
.我

が

商

ェ

社

會

の
前
塗
洋
々
泰
海
の
如
き
を
ト
し
た
。(

同
四
一
一11

一1

頁
以
下
：}。

日
本
の
製
造
工
業
次
第
に
發
達
し
て

、

漸
次 

.外
國
製
品
の
輸
入
を
防
ぎ
、
昔
年
は
奪
ら
輸
入
を
仰
ぎ
し
も
の
も
、
今
は
之
れ
1
國
內
に
製
造
し
て
自
ら
給
す
る
の
み
な
ら
ず
、
却
つ 

て
逆
に
輸
出
す
る
も
の
す
ら
あ
る
に
至
つ
た
。(

同
四
三
五
頁)

。

先
生
は
我
が
國
の
製
造
業
は
前
途
の
望
に
乏
し
か
ら
ず
し
て
、
保
誰 

税
の
必
要

な

き

も

の

と

觀
た
。
而
し
て
、
先
坐
は
我
が
諸
港
を
開
放
し
て
、
輸
出
入
稅
を
全
廢
し
、
外
國
品
の
出
人
を
肖
^
自
從
に
し 

て
、
其
の
間
に
我
が
貿
為
の
勢
を
促
し
、
我
が
國
產
の
出
づ
る
を
增
し
、
我
が
國
益
を
進
め
ん
と
し
た
。(

同

四

五

三|
叫
0

。

福

澤

先

生

は

「

人

智

開

明

の

域

は
百

千
年
を
期

す

る

に

非
ざ

れ

ば

、

之
れ
に
達
ず
可
ら
ず
、
其
の
未
だ
之
れ
に
達
せ
ざ
る
の
問
は
、 

唯
だ
社
會
の
大
勢
を
以
つ
て
1
個

人

の

師

と

爲

す

の

外

に

良

策

あ

る

こ

と

が

，し

」

：
.：と

說

か

れ

た

0(

明

治

十

ー
年
四
月
十
五
日
附「

通
貨 

論」

緖
言——

「

全
集」

第
五
卷
ニ
頁3

。

先
生
は
時
代
に
導
か
れ
つ
、
時
代
を
導
い
た
。
’

三
浦
梅
園
は
財
貨
按
制
の
權
が
商
賈
に
屬
す
る
を
歎
じ
た
。
然
る
に
梅
園
の
學
系
を
傅
へ
.た
る
帆
足
萬
迅
は
ノ
財
利
の
泰
，も
亦
、
國 

.政
な
り
、
町
人
を
賴
み
て
國
を
治
む
可
き
理
な
し
と
做
し
、
之
れ
を
士
流
の
手
塞
ね
ん
と
し
た
。
璧
流
の
實
擧
全
盛
の
中
議
よ 

り
出
で
た
福
^

先
生
は
終
に
文
明
の
敎
育
'を
受
け
た
る
士
流
學
者
に
よ
づ
て
尙
商
立
國
を
行
は
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

.
梅
”

萬
里
及
び
稱
缂
先
生
必
饀
濟
讁,

泗五
：

つ四五

)


